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6. 関係者の意見等 
6.1 関係地方公共団体からなる検討の場 

(1) 実施状況 

「山鳥坂ダム検証」を進めるに当たり、検討主体と関係地方公共団体において相互の立場

を理解しつつ、検討内容の認識を深めることを目的として、「検討の場」を設置し、平成 24

年 10 月 29 日までに「検討の場」を 1回、幹事会を 4回開催した。 

「検討の場」において確認された「検討の場」の規約を P6-4 に示す。 

また、これまでの「検討の場」の開催状況は P1-6 の表 1.2.2 検討の場の実施経緯に示す。 

 

(2) 検討主体が示した内容に対する構成員の見解 

 

○平成 24 年 10 月 29 日に開催した「検討の場」において、検討主体が示した内容に対する構

成員の見解は以下のとおりである。 

 

［愛媛県］ 中村知事 

・肱川の治水、流水の正常な機能の維持において何らかの対策が必要といったことは全て

の方々の一致している意見であると考える。 

・大洲市はこの 10 年間で 3回もの浸水被害が生じており、治水対策は人の命に直結すると

いうことを考えた上で議論していく必要がある。 

・政治的な意向により再検証を実施することとなり、この中で、公共事業やダムの不要論

など単純な理論で、様々な運動が展開されることはやむを得ないが、このような時こそ、

しっかりとした検証と丁寧な説明を心がけ、積み上げた方針を説明することが大事だと

考える。 

・パブリックコメントにおける意見やこれまでの経緯からすれば一日も早くダム事業を推

進して欲しいという声が多数を占めている。また、反対意見に対しても理論的に丁寧な

説明をしていることを踏まえると、山鳥坂ダム案は流域住民の大方の総意であると思わ

れる。 

・愛媛県としては、今回の検証が客観的な基準に基づいて評価されており、ダム案が単に

コストだけでなく、実現性、地域への影響から他の案よりも優位であり、妥当な結論と

思料している。 

・本日、検討結果がまとめられたところではあるが、まだ、第一段階であり、今後のスケ

ジュール感を示していただきたい。 

・事業を実施する場合、検証期間に３年を要したことを勘案して、一層の工期短縮に努め

るとともに、事業費は当初計画の予算内に収めていただきたい。 

・水没地域の方々は、長年にわたって翻弄され、既に家屋の改築を進め借り入れをした方

もおり、高齢化が進んでいることからも、水没地の方々の１日は、我々の１日とは違う

と受け止めるべきである。 
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・愛媛県では、大洲市と協力し、水没地域の方々のことを忘れていないといったメッセー

ジとして、愛媛県の単独予算で対策を実施しているが、すでに補償基準も合意していた

のであるから、速やかに補償対策を実施に移していただきたい。 

 

 

［大洲市］ 清水市長 

・丁寧にパブリックコメントを行っていただきありがたい。パブリックコメントを事前に

見たが、治水対策を早く進めて欲しいという意見が多い。市民・地域が望むことを早く

やるべきである。 

・大洲市の課題は安全安心の確保である。平成 7年の洪水を契機に河川改修を行っている

が、治水安全度は 1/15 であるにもかかわらず、10 年間で平成 16 年、17 年、23 年の３

回の洪水があり国管理の堤防からも越水している状況。今年の九州の阿蘇や大分、昨年

の紀伊半島のこともあり、肱川流域でも同様の懸念がある。大洲市における洪水が地域

へ与える影響は大きく菅田地区では農作物の生産が盛んであるが、洪水が一度発生する

と作れなくなる。また、市内では、大きな企業が撤退しており、治水安全度が低いため、

企業誘致が困難であったり、営農をあきらめたりしている。地方が生き残るためには、

地域活力の向上が重要であるが、そのためにも一日も早く治水対策を行い安全度を向上

させてもらいたい。 

・水没地の方々の平均年齢は６５歳であり、高齢化率は６割を越えている。その方々にと

っての１年、２年は非常に大事である。行政を信じて協力していただき３年前に合意し

たにもかかわらず、前が見えない状況が続いている。また、菅田地区においては、遊水

地案等により地域が浸水することになっていたが、既に河川改修に着手しており、その

ようなことは困難であると考えられる。一つの方向性をしっかり進めるべきである。行

政と地域の信頼関係が重要であり一日も早く進めて欲しい。 

・今回の検討結果において、山鳥坂ダム建設案が最も合理的であるとの結論を得ており、

大洲市としては、その結論に沿って進めて欲しい。 

 

 

［西予市］ 九鬼副市長 

・西予市においても、洪水や正常な流水の確保に関心を持っている。 

・特に今回の説明の中であった流水の正常な機能の維持対策の中で西予市に直接関係のあ

る海水の淡水化、野村ダムのかさ上げについて、これまでも意見を述べており、今回、

私たち西予市の意見を十分に汲み取っていただいており、整備局案について異議はない。 

 

 

［内子町］ 稲本町長 

・内子町としては、小田川の洪水に対してどのように対処していくかが最も重要であると

考えている。 
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・現在、小田川では少しでも安全度を確保するため、愛媛県において小田川の河床掘削を

実施しており重要な対策と考えている。 

・もう一点大切なことは、小田川と肱川の合流点の水位であり、高ければ洪水が吐けにく

くその影響が内子町に達し、内水被害を増大させる可能性が高い。平成 16 年、17 年、

23 年洪水では住民が避難している状況であるため、合流点の水位を上げない治水対策案

が望ましい。 

・流水の正常な機能の維持対策であるが、清流肱川の復活を目指し必要な流量の確保と自

然な流れを回復させるには、流域全体の解決すべき課題と考えている。このためには山

鳥坂ダムが望ましい。 

・最後に、地権者との約束事は誠実に行うべきであり、行政に対する地域の皆様からの信

頼があってこそ物事が進むのであって、真摯に受け止めていただきたい。 
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（附則） 

第５条２、別紙－２を改正する規約は、平成２３年４月１日から施行する。 
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建設デザイン課長 
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6.2 パブリックコメント 

「山鳥坂ダム検証」において、検討の参考とするため、主要な段階でパブリックコメントを行

った。意見募集の概要及び意見募集結果は以下のとおり。 

 

6.2.1 意見募集の概要 

(1) 意見募集対象 

第 4回幹事会において、肱川の流域の特性を配慮して、ダムによらない治水・流水の正常

な機能の維持について複数の対策案を立案し、概略評価により抽出した対策案について、実

現性や具体性、地域社会や環境への影響等など、様々な観点からのご意見を募集した。 

①「治水・流水の正常な機能の維持の対策案の提案について」 

②「治水・流水の正常な機能の維持の対策案に関する意見について」 

 

(2) 募集期間 

平成 24 年 8 月 8日～平成 24 年 9 月 7日 

 

(3) 意見の提出方法 

①郵送、②ＦＡＸ、③電子メール、④回収箱への投函 

 

(4) 意見募集結果の概要 

頂いたご意見総数：398（個人 395、団体 3） 

 

6.2.2 パブリックコメントにより寄せられたご意見 

パブリックコメントにより寄せられたご意見については、これらのご意見に対する検討主体の

考え方を整理し、「山鳥坂ダム検証」の参考とした。 

寄せられたご意見に対する検討主体の考え方を表 6.2.1 に示す。 

なお、できるだけわかりやすく説明する観点から、寄せられたご意見等について、その論点を

体系的に整理したうえで、論点ごとに検討主体の考え方を示す。 
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領
細

目
」

に
お

い
て

、
「

複
数

の
治

水
対

策
案

は
、

河
川

整
備

計
画

に
お

い
て

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

立
案

す
る

。
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

基
づ

い
て

、
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
む

治
水

対
策

案
」

と
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

治
水

対
策

案
」

の
検

討
を
行

っ
て
い
ま

す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事
業
の

検
証

に
係

る
検
討
に

関
す
る
再

評
価

実
施
要

領
細

目
」
に

お
い
て
、

「
治

水
対

策
案

は
、

以
下

の
1)

～
2
6)

を
参

考
に

し
て

、
幅

広
い

方
策

を
組

み
合

わ
せ
て

検
討

す
る

」
と

規
定

さ
れ

て
お

り
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
に

お
い

て
は

、
上

記
の

26
方

策
を

組
み
合

わ
せ

る
こ
と

に
よ

り
、

幅
広
く

2
3案

を
立
案

し
て
い
ま

す
。

・
放

水
路

の
案

に
つ

い
て
は
、

治
水
対
策

案
⑥
案

、
⑦
案

、
⑧

案
の
ル
ー

ト
、
規

模
が
異

な
る

3
つ

の
案

を
立

案
し

て
い

ま
す

が
、

ご
意

見
に

つ
い

て
は

、
新

た
な

治
水

対
策

案
と

し
て

立
案

し
検
討

し
ま
す
。

・
大

洲
床

止
部

分
改

築
案

に
つ

い
て

も
、

ご
意

見
の

趣
旨

を
踏

ま
え

、
他

の
治

水
対

策
案

と
組

み
合
わ
せ

て
新
た

な
治
水

対
策

案
と
し

て
立
案
し

検
討
し

ま
す

。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6」
に

示
し
て

い
ま
す

。

・
昭

和
36

年
の

計
画

で
あ

る
肱

川
改

修
総

体
計

画
で

は
、
鹿
野

川
ダ
ム

に
よ
り
最

大
2
,
75
0
m
3 /
s

を
1
,2
5
0m

3
/
s
カ

ッ
ト

し
、

下
流

大
洲

地
点

で
最

大
7
5
0m

3
/
sの

洪
水
効

果
を

認
め

て
大

洲
地

点
に

お
け

る
調

節
後

の
計

画
高

水
流

量
を

4,
2
50
m
3
/
s
と

し
て

い
ま

し
た

。
鹿

野
川

ダ
ム

建
設

が
計

画
さ

れ
た

当
時

は
、

降
雨

や
洪

水
の

デ
ー

タ
が

限
ら

れ
て

お
り

、
鹿

野
川

ダ
ム

の
洪

水
処

理
は
、

昭
和
2
0年

９
月
洪

水
の

み
で
計

画
さ
れ
て

い
ま
し

た
。

・
そ

の
後

、
昭

和
40

年
洪
水

に
よ

る
肱

川
沿
川
の

甚
大
な

被
害

を
踏
ま

え
、
肱
川

が
一
級

河
川

に
指

定
さ
れ

る
と
と
も
に
、
治

水
計

画
が

随
時

見
直

さ
れ

て
お
り
、
現

在
で
は

平
成

15
年

に
策

定
さ
れ

た
肱

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
で
は
、
基

本
高
水

の
ピ
ー
ク
流

量
を
基
準

地
点

大
洲

に
お
い
て

6,
30

0m
3 /

sと
し
、
流

域
内

の
洪

水
調

節
施

設
に
よ
り

1,
60

0m
3 /

sを
調

節
し
、
河

道
へ

の
配

分
流

量
を
4
,
70
0
m
3 /
sと

し
て
い

ま
す

。
（
次
頁

に
続
く
）

【
放

水
路

の
新

設
に
つ

い
て
】

（
１

）
河

辺
川

～
小
田

川
～
矢
落

川
～
河

口
放

水
路
新

設
案

・
河

辺
川

・
小

田
川

・
矢

落
川

の
3
つ

の
河

川
に

放
水

路
を

設
置

し
て

、
こ

の
ル

ー
ト

を
ト
ン

ネ
ル
方

式
で
結
び

、
伊
予

灘
（

海
）
へ

放
水
す
る

こ
と
は

で
き
な

い
か

。

（
２

）
菅

田
～

八
幡
浜

放
水
路
新

設
案

・
今

後
、

地
球

温
暖

化
や

、
水

源
地

域
の

針
葉
樹

化
が

進
め
ば

、
洪

水
干

ば
つ
が

予
想

さ
れ

、
肱

川
の

清
流

を
守

り
大

洲
地

点
の

災
害

を
防

ぐ
に

は
、

菅
田

の
大

竹
付

近
か

ら
八
幡

浜
方
面

へ
放
水
ト

ン
ネ
ル

を
抜

い
て
は

ど
う
か
。

【
大

洲
床

止
部

分
改
築

案
に
つ
い

て
】

・
河

口
よ

り
1k
m
川

底
を

平
均

3m
掘

削
す

る
こ

と
に

よ
り

、
洪

水
時

の
水

位
は

五
郎

地
域

で
1
.
5
m
は

低
下

で
き

る
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
大

洲
床

止
の

可
動

堰
部

分
を

現
在

の
倍

に
す

る
か

、
も

し
く

は
、

左
右

岸
1
0m

以
外

の
部

分
を

可
動

堰
に

す
れ

ば
菅

田
地
区

の
水
位

は
2
m以

上
低

下
で

き
る

と
考
え

ら
れ
る
。

【
河

川
整

備
流

量
4
,2

5
0m

3 /
s河

道
に

つ
い
て
】

・
昭

和
3
6
年

の
計

画
、

即
ち

、
鹿

野
川

ダ
ム

7
5
0m

3
/
s
（

実
現

済
み

）
、

堤
防

4
,
2
50
m
3
/
s
（

未
実

現
）

の
堤

防
を

早
く

完
成
す

べ
し
。

こ
れ
に

よ
り

、
現
計
画

と
同

じ
5
,0
0
0m

3
/
s 

の
洪
水

に
対
応

で
き
る
。

添
付

文
書

：
「

肱
川
の

水
害

(5
,0

00
m
3 /
s対

応
)は

河
道

の
整
備

(浚
渫
4
,2

50
又

は
3,

90
0m

3 /
s

の
堤

防
)と

鹿
野
川

ダ
ム
で

防
止

で
き

る
。

」

・
堤

防
は

昭
和

3
6
年

の
計

画
ど

お
り

4
,2
5
0m

3
/
s
（

3
90
0
）

を
早

く
整

備
す

べ
き

で
あ

る
。

河
床

は
誰

が
見

て
も

高
く

な
っ

て
い

る
。

早
急

に
浚

渫
を

し
正

常
な

河
道

に
す

る
べ
き

。
そ
れ

で
も
だ
め

な
ら
ダ

ム
の
検

討
を
す

れ
ば

よ
い
。

・
「

4
2
50
m
3
/
s
堤

防
と

鹿
野

川
ダ

ム
で

5
00

0
m
3 /
s
に

対
応

で
き

る
」

と
い

う
な

ら
山

鳥
坂

ダ
ム

は
必
要

な
い
。

1

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(1
) 

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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◆
具
体
的
な

治
水
対

策
案
の

提
案
に

つ
い
て

・
河

川
整

備
基

本
方

針
は

、
将

来
の

整
備

目
標

で
あ

る
の

に
対

し
、

当
面

（
概

ね
30

年
）

の
河

川
整

備
の

目
標

と
し

て
、

平
成

1
6
年

に
肱

川
水

系
河

川
整

備
計

画
（

以
下

「
整

備
計

画
」

と
い

う
。

）
を

策
定

し
て

い
ま

す
。

整
備

計
画

で
は

、
戦

後
最

大
洪

水
で

あ
る

昭
和

2
0
年

９
月

洪
水

と
ピ

ー
ク

流
量

が
同

規
模

の
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

こ
と

と
し

て
、

目
標

流
量

は
基

準
地

点
大

洲
に

お
い

て
5,

00
0
m
3
/
s
と

し
、

流
域

内
の

洪
水

調
節

施
設

（
ダ

ム
）

に
よ

り
1
,
1
00

m
3
/s
を

調
節

し
、
河

道
へ

の
配
分

流
量

を
3
,9

0
0m

3 /
sと

し
て

い
ま
す
。

・
河

川
整

備
計

画
の

時
の

検
討

に
お

い
て

は
、

様
々

な
洪

水
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

過
去

の
主

要
な

4
洪

水
(
昭

和
3
6
年

9
月

洪
水

型
、

昭
和

47
年

9
月

洪
水

型
、

昭
和

55
年

7
月

洪
水

型
、
平
成

2
年

9月
洪

水
型

)を
対

象
と
し
て

い
ま
す

。

・
一

方
、

山
鳥

坂
ダ

ム
の

検
証

は
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
複

数
の

治
水

対
策

案
は

、
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
想

定
し

て
い

る
目

標
と

同
程

度
の

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
立

案
す

る
。

」
と

規
定

さ
れ

て
お

り
、

こ
れ

に
基

づ
い

て
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

む
治

水
対

策
案

」
と

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案
」

の
検

討
を
行

っ
て
い
ま

す
。

・
な

お
、

山
鳥

坂
ダ

ム
を
含

ま
な

い
案

に
つ
い
て

は
、

河
川
を
中

心
と
し

た
対

策
に
加

え
て
流
域

を
中

心
と

し
た

対
策

を
含

め
て

、
幅

広
く

23
案

を
立

案
す

る
と

と
も

に
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

を
踏

ま
え

新
た

に
追

加
し

た
3
つ

の
治

水
対

策
案

を
検

討
し

て
い
ま

す
が
、

各
対

策
案

の
大

洲
地

点
河

道
整

備
流
量

は
3
,
80
0
m
3 /
s～

4
,3
0
0m

3
/
sと

な
っ
て

い
ま
す

。
ま
た

、
ご

提
案

と
同

規
模

の
河

川
整

備
流
量

4
,2
0
0m

3
/
s～

4,
3
00
m
3
/
sの

対
策
案
も

1
0案

立
案

し
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

概
略

評
価

に
よ

り
抽

出
さ

れ
た

8
案

の
う

ち
6
つ

の
案

が
同

規
模

の
河

道
整

備
流

量
に

な
っ

て
い

る
こ

と
。

そ
の

全
て

の
対

策
案

に
河

道
の

掘
削

を
含

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

、
ご

意
見
の
趣

旨
の
方

策
が

含
ま
れ

て
い
る
と

考
え
て

い
ま

す
。

1

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
具
体
的
な

治
水
対

策
案
の

提
案
に

つ
い
て

・
河

川
整

備
基

本
方

針
は

、
将

来
の

整
備

目
標

で
あ

る
の

に
対

し
、

当
面

（
概

ね
30

年
）

の
河

川
整

備
の

目
標

と
し

て
、

平
成

1
6
年

に
肱

川
水

系
河

川
整

備
計

画
（

以
下

「
整

備
計

画
」

と
い

う
。

）
を

策
定

し
て

い
ま

す
。

整
備

計
画

で
は

、
戦

後
最

大
洪

水
で

あ
る

昭
和

2
0
年

９
月

洪
水

と
ピ

ー
ク

流
量

が
同

規
模

の
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

こ
と

と
し

て
、

目
標

流
量

は
基

準
地

点
大

洲
に

お
い

て
5,

00
0
m
3
/
s
と

し
、

流
域

内
の

洪
水

調
節

施
設

（
ダ

ム
）

に
よ

り
1
,
1
00

m
3
/s
を

調
節

し
、
河

道
へ

の
配
分

流
量

を
3
,9

0
0m

3 /
sと

し
て

い
ま
す
。

・
河

川
整

備
計

画
の

時
の

検
討

に
お

い
て

は
、

様
々

な
洪

水
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

過
去

の
主

要
な

4
洪

水
(
昭

和
3
6
年

9
月

洪
水

型
、

昭
和

47
年

9
月

洪
水

型
、

昭
和

55
年

7
月

洪
水

型
、
平
成

2
年

9月
洪

水
型

)を
対

象
と
し
て

い
ま
す

。

・
一

方
、

山
鳥

坂
ダ

ム
の

検
証

は
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
複

数
の

治
水

対
策

案
は

、
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
想

定
し

て
い

る
目

標
と

同
程

度
の

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
立

案
す

る
。

」
と

規
定

さ
れ

て
お

り
、

こ
れ

に
基

づ
い

て
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

む
治

水
対

策
案

」
と

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案
」

の
検

討
を
行

っ
て
い
ま

す
。

・
な

お
、

山
鳥

坂
ダ

ム
を
含

ま
な

い
案

に
つ
い
て

は
、

河
川
を
中

心
と
し

た
対

策
に
加

え
て
流
域

を
中

心
と

し
た

対
策

を
含

め
て

、
幅

広
く

23
案

を
立

案
す

る
と

と
も

に
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

を
踏

ま
え

新
た

に
追

加
し

た
3
つ

の
治

水
対

策
案

を
検

討
し

て
い
ま

す
が
、

各
対

策
案

の
大

洲
地

点
河

道
整

備
流
量

は
3
,
80
0
m
3 /
s～

4
,3
0
0m

3
/
sと

な
っ
て

い
ま
す

。
ま
た

、
ご

提
案

と
同

規
模

の
河

川
整

備
流
量

4
,2
0
0m

3
/
s～

4,
3
00
m
3
/
sの

対
策
案
も

1
0案

立
案

し
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

概
略

評
価

に
よ

り
抽

出
さ

れ
た

8
案

の
う

ち
6
つ

の
案

が
同

規
模

の
河

道
整

備
流

量
に

な
っ

て
い

る
こ

と
。

そ
の

全
て

の
対

策
案

に
河

道
の

掘
削

を
含

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

、
ご

意
見
の
趣

旨
の
方

策
が

含
ま
れ

て
い
る
と

考
え
て

い
ま

す
。

1

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(2
) 

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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6. 関係者の意見等 
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◆
複
数
の
治

水
対
策

案
に
係

る
概
略

検
討
及
び

抽
出
に

対
す

る
意
見

（
治
水

対
策
案
（

全
般
）

に
関
す

る
意
見
）

・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
い

て
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
と

し
て

、
複

数
の

治
水

対
策

案
を

立
案

し
た

の
ち

、
同

要
領

細
目

に
則

り
、

コ
ス

ト
や

地
域

社
会

へ
の

影
響

を
比

較
す

る
こ

と
に

よ
り

代
表

化
を

行
い

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
と

し
て

概
略

評
価

の
結
果

、
8
案

を
抽

出
し
て
い

ま
す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事
業
の

検
証

に
係

る
検
討
に

関
す
る
再

評
価

実
施
要

領
細

目
」
で

は
、
ダ
ム

事
業

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
総

事
業

費
(
略

)
な

ど
計

画
の

前
提

と
な

っ
て

い
る

デ
ー

タ
等

に
つ

い
て

詳
細

に
点
検

を
行

う
」
と

規
定
さ
れ

て
い
ま

す
。

・
「

山
鳥

坂
ダ

ム
の
検
証

に
係

る
検

討
」
は
、

「
ダ
ム

事
業

の
検
証

に
係
る
検

討
に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

計
画

の
前

提
と

な
る

総
事

業
費

に
つ

い
て

、
現

在
保

有
し

て
い

る
技

術
情

報
の

範
囲

内
で

、
今

後
の

事
業

の
方

向
性

に
関

す
る

判
断

と
は

一
切

関
係

な
く

、
予

断
を

持
た

ず
に

進
め

る
観

点
か

ら
、

さ
ら

な
る

コ
ス

ト
縮

減
や
工
期

短
縮
な

ど
期
待

的
要

素
は
含

ま
ず
点
検

を
行
っ

て
い

ま
す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
「

立
案

し
た

治
水

対
策

案
を

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)
～

7
)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

、
(
略

)
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3)

実
現

性
、

(
略

)
4
)

持
続

性
、

(
略

)
5)

柔
軟

性
、

(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
7
)環

境
へ
の

影
響
」
と

規
定

さ
れ

て
お

り
、

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
む

治
水

対
策

案
と

概
略

評
価

で
抽

出
し
た

8つ
の
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
検

討
し

て
お

り
、

ご
意

見
の

主
旨

で
あ

る
実

現
性

、
目

標
を

上
回

る
洪

水
等

が
発

生
し

た
場

合
の

状
態

、
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

候
変

化
な
ど
将

来
の

不
確

実
性

に
対
す
る
柔
軟
性

に
つ
い
て
評

価
し
て

い
ま

す
。

・
な

お
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
複

数
の

治
水

対
策

案
」

の
治

水
施

設
に

つ
い

て
は

、
対

策
案

毎
に

河
川

整
備

計
画

の
目

標
流

量
が

流
下

し
た

場
合

の
水

位
計

算
を

行
い

検
討

し
て

い
ま

す
。

・
上

記
に

つ
い

て
は

、
「

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

関
係

地
方

公
共

団
体

か
ら

な
る

検
討

の
場

資
料
－

4、
6、

7及
び

参
考

資
料

－
3
」

に
示

し
て

い
ま
す
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

を
も
う

少
し

絞
り
込

ん
で
検
討

し
て
は

ど
う

か
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
8
案

は
実

現
性

に
欠

け
る

案
も

多
く

、
将

来
の

河
川
整

備
基
本

方
針
（

10
0分

の
1）

へ
の
繋

が
り
も
皆

無
で

あ
る
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

と
そ

れ
以

外
の

8
案

に
つ
い

て
コ
ス

ト
を

比
較

と
い

う
が
、

ダ
ム
建
設

は
最
終

的
に
2
倍
、

3倍
に

な
る
の

が
通

例
で

あ
る

。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

治
水

案
の

水
位

低
減

効
果

が
い
く

ら
な

の
か
を

、
治

水
対

策
案
の

評
価

の
尺
度

と
し
て

採
用
す
べ

き
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

に
つ
い

て
は

、
こ
れ

ら
の

対
策

案
以
外

に
は

特
に
無

い
と
思

わ
れ
る
。

2

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
複
数
の
治

水
対
策

案
に
係

る
概
略

検
討
及
び

抽
出
に

対
す

る
意
見

（
治
水

対
策
案
（

全
般
）

に
関
す

る
意
見
）

・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
い

て
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
と

し
て

、
複

数
の

治
水

対
策

案
を

立
案

し
た

の
ち

、
同

要
領

細
目

に
則

り
、

コ
ス

ト
や

地
域

社
会

へ
の

影
響

を
比

較
す

る
こ

と
に

よ
り

代
表

化
を

行
い

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
と

し
て

概
略

評
価

の
結
果

、
8
案

を
抽

出
し
て
い

ま
す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事
業
の

検
証

に
係

る
検
討
に

関
す
る
再

評
価

実
施
要

領
細

目
」
で

は
、
ダ
ム

事
業

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
総

事
業

費
(
略

)
な

ど
計

画
の

前
提

と
な

っ
て

い
る

デ
ー

タ
等

に
つ

い
て

詳
細

に
点
検

を
行

う
」
と

規
定
さ
れ

て
い
ま

す
。

・
「

山
鳥

坂
ダ

ム
の
検
証

に
係

る
検

討
」
は
、

「
ダ
ム

事
業

の
検
証

に
係
る
検

討
に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

計
画

の
前

提
と

な
る

総
事

業
費

に
つ

い
て

、
現

在
保

有
し

て
い

る
技

術
情

報
の

範
囲

内
で

、
今

後
の

事
業

の
方

向
性

に
関

す
る

判
断

と
は

一
切

関
係

な
く

、
予

断
を

持
た

ず
に

進
め

る
観

点
か

ら
、

さ
ら

な
る

コ
ス

ト
縮

減
や
工
期

短
縮
な

ど
期
待

的
要

素
は
含

ま
ず
点
検

を
行
っ

て
い

ま
す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
「

立
案

し
た

治
水

対
策

案
を

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)
～

7
)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

、
(
略

)
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3)

実
現

性
、

(
略

)
4
)

持
続

性
、

(
略

)
5)

柔
軟

性
、

(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
7
)環

境
へ
の

影
響
」
と

規
定

さ
れ

て
お

り
、

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
む

治
水

対
策

案
と

概
略

評
価

で
抽

出
し
た

8つ
の
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
検

討
し

て
お

り
、

ご
意

見
の

主
旨

で
あ

る
実

現
性

、
目

標
を

上
回

る
洪

水
等

が
発

生
し

た
場

合
の

状
態

、
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

候
変

化
な
ど
将

来
の

不
確

実
性

に
対
す
る
柔
軟
性

に
つ
い
て
評

価
し
て

い
ま

す
。

・
な

お
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
複

数
の

治
水

対
策

案
」

の
治

水
施

設
に

つ
い

て
は

、
対

策
案

毎
に

河
川

整
備

計
画

の
目

標
流

量
が

流
下

し
た

場
合

の
水

位
計

算
を

行
い

検
討

し
て

い
ま

す
。

・
上

記
に

つ
い

て
は

、
「

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

関
係

地
方

公
共

団
体

か
ら

な
る

検
討

の
場

資
料
－

4、
6、

7及
び

参
考

資
料

－
3
」

に
示

し
て

い
ま
す
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

を
も
う

少
し

絞
り
込

ん
で
検
討

し
て
は

ど
う

か
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
8
案

は
実

現
性

に
欠

け
る

案
も

多
く

、
将

来
の

河
川
整

備
基
本

方
針
（

10
0分

の
1）

へ
の
繋

が
り
も
皆

無
で

あ
る
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

と
そ

れ
以

外
の

8
案

に
つ
い

て
コ
ス

ト
を

比
較

と
い

う
が
、

ダ
ム
建
設

は
最
終

的
に
2
倍
、

3倍
に

な
る
の

が
通

例
で

あ
る

。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

治
水

案
の

水
位

低
減

効
果

が
い
く

ら
な

の
か
を

、
治

水
対

策
案
の

評
価

の
尺
度

と
し
て

採
用
す
べ

き
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

に
つ
い

て
は

、
こ
れ

ら
の

対
策

案
以
外

に
は

特
に
無

い
と
思

わ
れ
る
。

2

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(3
) 

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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◆
複
数
の
治

水
対
策

案
に
係

る
概
略

検
討
及
び

抽
出
に

対
す
る

意
見
（
治

水
対
策

案
（
概

略
評
価

の
抽
出
方

法
）
に

関
す
る

意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
い

て
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

む
治

水
対

策
案

」
と

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
と

し
て

、
複

数
の

治
水

対
策

案
を

立
案

し
た

の
ち

、
同

要
領

細
目

に
則

り
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治
水

対
策

案
」

と
し
て

概
略

評
価
の

結
果
、

8案
を

抽
出
し
て

い
ま
す

。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1)

～
7)

で
示

す
よ

う
な

評
価

軸
で

評
価

す
る

。
(
略

) 
1
)
安

全
度

、
(
略

)
 
2)

コ
ス

ト
、

(
略

)
 3

)実
現
性

、
(略

)
4)

持
続

性
、

(
略

)
 
5)

柔
軟

性
、

(
略

)
 
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

) 
7
)環

境
へ
の

影
響
」
と

規
定

さ
れ

て
お

り
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

む
治

水
対

策
案

」
と

概
略

評
価

に
よ

り
抽

出
さ

れ
た

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
に

つ
い

て
、

こ
れ

に
基

づ
き

評
価

し
て

い
ま

す
。

・
評

価
軸

の
検

討
に

あ
た

り
、

コ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
「

完
成

ま
で

に
要

す
る

費
用

」
、

「
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
」

を
で

き
る

限
り

網
羅

的
に

見
込

む
と

と
も

に
、

「
そ

の
他

の
費

用
(
ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
等

)
」

に
つ

い
て

も
で

き
る

限
り

明
ら

か
に

し
て

い
ま

す
。

・
な

お
、

自
然

環
境

の
破

壊
、

下
流

の
水

質
の

悪
化

等
の

想
定

さ
れ

る
影

響
等

に
つ

い
て

は
、

「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」

が
「

中
間

と
り

ま
と

め
」

に
関

し
て

平
成

22
年

7
月

に
意

見
募

集
等

を
行

い
、

そ
の

結
果

が
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り
方

に
つ

い
て

中
間

と
り

ま
と

め
(
案

)
に

関
す

る
意

見
募

集
等

の
結

果
に

つ
い

て
」

と
し
て

同
年

9月
に

公
表
さ
れ

て
い
ま

す
。

・
そ

こ
で

は
、

「
評

価
軸

「
コ

ス
ト

」
に

い
う

、
「

維
持

管
理

に
要

す
る

費
用

」
と

し
て

、
ど

の
よ

う
な

も
の

を
見

込
む

の
か

を
示

す
べ

き
。

」
と

い
う

ご
意

見
に

対
し

て
、

「
(
略

)
想

定
さ

れ
る

効
果

、
影

響
等

に
つ

い
て

は
、

コ
ス

ト
で

は
な

く
、

他
の

評
価

軸
で

評
価

す
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

例
え

ば
、

「
環

境
が

失
わ

れ
る

こ
と

へ
の

影
響

」
は

評
価

軸
「

環
境

へ
の

影
響

」
で

評
価

す
る

こ
と

と
な

り
ま

す
。

」
と

の
同

有
識

者
会

議
の

考
え

方
が

示
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

基
づ

き
、

「
環

境
へ

の
影

響
」

と
し

て
、

水
環

境
へ

の
影

響
、

生
物

の
多

様
性

の
確

保
及

び
流

域
の

自
然

環
境

全
体

へ
の

影
響

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
、

景
観

・
人

と
自

然
と
の

豊
か

な
触

れ
合
い

へ
の

影
響
に

つ
い
て
検

討
し
て

い
ま

す
。

・
ま

た
、

地
域

の
状

況
を

考
え

た
対

応
と

し
て

、
評

価
軸

の
「

実
現

性
」

、
「

地
域

社
会

へ
の

影
響
」

等
に

お
い

て
検
討

し
て

い
ま
す

。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6、
7と

参
考

資
料
－

3」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
今

後
は

、
事

業
費

以
外

の
評

価
を

加
え

て
、
地

域
社

会
に
と

っ
て

望
ま

し
い
河

川
整

備
の
方

策
を
決

定
す
る

べ
き
。

・
費

用
に

つ
い

て
は

「
完

成
ま

で
に

要
す

る
費
用

」
で

評
価
し
て

い
る
が

完
成
後

の
ラ

ン
ニ
ン

グ
コ
ス

ト
も
評
価

の
対
象

と
す

べ
き
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

の
評

価
に

当
た

っ
て

は
建
設

費
だ

け
で
な
く

、
水
没

す
る
上

流
の

貴
重

な
自

然
環

境
の

破
壊

と
下

流
の

水
質

の
悪

化
と

い
う

損
失

を
費

用
と

し
て

加
え

る
べ
き

で
あ
る

。

・
コ

ス
ト

重
視

も
必
要

だ
が
、
最

終
的
に

は
地
域

の
状
況

を
考

え
た
対

応
も

必
要

。

等

3

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
複
数
の
治

水
対
策

案
に
係

る
概
略

検
討
及
び

抽
出
に

対
す
る

意
見
（
治

水
対
策

案
（
概

略
評
価

の
抽
出
方

法
）
に

関
す
る

意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
い

て
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

む
治

水
対

策
案

」
と

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
と

し
て

、
複

数
の

治
水

対
策

案
を

立
案

し
た

の
ち

、
同

要
領

細
目

に
則

り
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治
水

対
策

案
」

と
し
て

概
略

評
価
の

結
果
、

8案
を

抽
出
し
て

い
ま
す

。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1)

～
7)

で
示

す
よ

う
な

評
価

軸
で

評
価

す
る

。
(
略

) 
1
)
安

全
度

、
(
略

)
 
2)

コ
ス

ト
、

(
略

)
 3

)実
現
性

、
(略

)
4)

持
続

性
、

(
略

)
 
5)

柔
軟

性
、

(
略

)
 
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

) 
7
)環

境
へ
の

影
響
」
と

規
定

さ
れ

て
お

り
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

む
治

水
対

策
案

」
と

概
略

評
価

に
よ

り
抽

出
さ

れ
た

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
に

つ
い

て
、

こ
れ

に
基

づ
き

評
価

し
て

い
ま

す
。

・
評

価
軸

の
検

討
に

あ
た

り
、

コ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
「

完
成

ま
で

に
要

す
る

費
用

」
、

「
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
」

を
で

き
る

限
り

網
羅

的
に

見
込

む
と

と
も

に
、

「
そ

の
他

の
費

用
(
ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
等

)
」

に
つ

い
て

も
で

き
る

限
り

明
ら

か
に

し
て

い
ま

す
。

・
な

お
、

自
然

環
境

の
破

壊
、

下
流

の
水

質
の

悪
化

等
の

想
定

さ
れ

る
影

響
等

に
つ

い
て

は
、

「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」

が
「

中
間

と
り

ま
と

め
」

に
関

し
て

平
成

22
年

7
月

に
意

見
募

集
等

を
行

い
、

そ
の

結
果

が
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り
方

に
つ

い
て

中
間

と
り

ま
と

め
(
案

)
に

関
す

る
意

見
募

集
等

の
結

果
に

つ
い

て
」

と
し
て

同
年

9月
に

公
表
さ
れ

て
い
ま

す
。

・
そ

こ
で

は
、

「
評

価
軸

「
コ

ス
ト

」
に

い
う

、
「

維
持

管
理

に
要

す
る

費
用

」
と

し
て

、
ど

の
よ

う
な

も
の

を
見

込
む

の
か

を
示

す
べ

き
。

」
と

い
う

ご
意

見
に

対
し

て
、

「
(
略

)
想

定
さ

れ
る

効
果

、
影

響
等

に
つ

い
て

は
、

コ
ス

ト
で

は
な

く
、

他
の

評
価

軸
で

評
価

す
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

例
え

ば
、

「
環

境
が

失
わ

れ
る

こ
と

へ
の

影
響

」
は

評
価

軸
「

環
境

へ
の

影
響

」
で

評
価

す
る

こ
と

と
な

り
ま

す
。

」
と

の
同

有
識

者
会

議
の

考
え

方
が

示
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

基
づ

き
、

「
環

境
へ

の
影

響
」

と
し

て
、

水
環

境
へ

の
影

響
、

生
物

の
多

様
性

の
確

保
及

び
流

域
の

自
然

環
境

全
体

へ
の

影
響

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
、

景
観

・
人

と
自

然
と
の

豊
か

な
触

れ
合
い

へ
の

影
響
に

つ
い
て
検

討
し
て

い
ま

す
。

・
ま

た
、

地
域

の
状

況
を

考
え

た
対

応
と

し
て

、
評

価
軸

の
「

実
現

性
」

、
「

地
域

社
会

へ
の

影
響
」

等
に

お
い

て
検
討

し
て

い
ま
す

。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6、
7と

参
考

資
料
－

3」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
今

後
は

、
事

業
費

以
外

の
評

価
を

加
え

て
、
地

域
社

会
に
と

っ
て

望
ま

し
い
河

川
整

備
の
方

策
を
決

定
す
る

べ
き
。

・
費

用
に

つ
い

て
は

「
完

成
ま

で
に

要
す

る
費
用

」
で

評
価
し
て

い
る
が

完
成
後

の
ラ

ン
ニ
ン

グ
コ
ス

ト
も
評
価

の
対
象

と
す

べ
き
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

の
評

価
に

当
た

っ
て

は
建
設

費
だ

け
で
な
く

、
水
没

す
る
上

流
の

貴
重

な
自

然
環

境
の

破
壊

と
下

流
の

水
質

の
悪

化
と

い
う

損
失

を
費

用
と

し
て

加
え

る
べ
き

で
あ
る

。

・
コ

ス
ト

重
視

も
必
要

だ
が
、
最

終
的
に

は
地
域

の
状
況

を
考

え
た
対

応
も

必
要

。

等

3

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(4
) 

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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6. 関係者の意見等 
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◆
複
数
の
治

水
対
策

案
に
係

る
概
略

検
討
及
び

抽
出
に

対
す
る

意
見
（
ダ

ム
を
含

む
治
水

対
策
案

に
関
す
る

意
見
）

・
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

を
含

む
治

水
対

策
案

は
、

平
成

16
年

に
策

定
し

た
肱

川
水

系
河

川
整

備
計

画
で

あ
り

、
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

、
鹿

野
川

ダ
ム

改
造

、
河

川
改

修
な

ど
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

戦
後

最
大

洪
水

で
あ

る
昭

和
2
0
年

9
月

洪
水

と
ピ

ー
ク

流
量

が
同

規
模
の

洪
水
を

安
全

に
流
下

さ
せ
る
こ

と
と
し

て
い

ま
す
。

・
今

回
の

山
鳥

坂
ダ

ム
建
設
事

業
の
検
証

は
、

｢今
後

の
治

水
対

策
の
あ

り
方

に
関
す

る
有
識
者

会
議

｣
が

と
り

ま
と

め
た

｢
中

間
と

り
ま

と
め

｣
を

踏
ま

え
て

、
検

討
の
手

順
や

手
法
を

定
め

た
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣
が

通
知

さ
れ

、
こ

れ
ら

に
基
づ
き

、
予
断

を
持
た

ず
に

検
討
を

行
っ
て
い

ま
す
。

・
「

ダ
ム

事
業

の
検
証
に

係
る

検
討

に
関
す
る

再
評
価

実
施

要
領
細

目
」
の

基
本
的

な
考
え
に

基
づ

き
、

河
川

整
備

計
画

に
お

い
て

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

、
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

む
案

と
ダ

ム
を

含
ま

な
い

複
数

の
対

策
案

を
立

案
・

評
価

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

幅
広

い
検

討
を

行
な

い
2
3
の

治
水

対
策

案
及

び
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
意

見
を

踏
ま

え
新

た
に

追
加

し
た

3
つ

の
治

水
対

策
案

に
つ

い
て
、

概
略
評

価
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
と

し
て

、
8
案

を
抽

出
し

て
い

ま
す

。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1)

～
7)

で
示

す
よ

う
な

評
価

軸
で

評
価

す
る

。
(
略

)
 
1
)
安

全
度

、
(
略

) 
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
 
3
)
実

現
性

、
(
略

) 
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

) 
7
)
環

境
へ

の
影

響
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
む

治
水

対
策

案
」

と
概

略
評

価
に

よ
り

抽
出

さ
れ

た
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

治
水

対
策

案
」

に
つ

い
て

、
こ

れ
に

基
づ

き
評

価
し

て
い

ま
す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6、
7及

び
参

考
資
料

－
3」

に
示
し

て
い
ま
す

。

・
な

お
、

山
鳥

坂
ダ

ム
を

建
設

し
て

も
、

龍
馬

脱
藩

の
道

の
太

鼓
橋

（
御

幸
の

橋
）

は
水

没
し

ま
せ
ん

。

・
対

策
案

で
は

、
優

良
農

地
や

住
宅

が
移

転
の
対

象
と

な
っ
て
い

る
が
、

地
域
住

民
が

納
得
す

る
こ
と

も
難
し
い

と
考
え

ら
れ

、
現
行

の
治
水
対

策
案
が

一
番
で

あ
る

。

・
現

行
案

の
山

鳥
坂

ダ
ム

案
は

、
水

源
地

域
の
建

設
同

意
が
な

さ
れ

て
お

り
、
実

現
性

も
他

の
案

よ
り

は
る

か
に

高
く

、
建

設
費

用
の

面
な

ど
全

て
に

お
い

て
山

鳥
坂

ダ
ム

案
が
絶

対
的
に

有
効
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

と
河
道

改
修
を
組

み
合
わ

せ
た
現

計
画
が

、
最

も
バ
ラ

ン
ス

の
良

い
。

・
ダ

ム
建

設
に

よ
る
対

策
が
最
良

。
何
故

な
ら

他
の
対

策
案
よ
り

安
価
で

あ
る

。

・
代

替
案

は
流

域
住

民
の

生
活

を
無

視
し

実
現
性

の
全

く
な
い
よ

う
な
代

替
案
も

含
ま

れ
て

お
り

、
経

費
、

実
現

性
、

発
現

性
を

総
合

的
に

考
え

て
も

、
現

在
の

計
画

に
基

づ
く
ダ

ム
建
設

案
が
最
適

と
で
あ

る
と

思
う
。

・
他

に
考

え
ら

れ
る

対
策

案
は

皆
無

で
あ

る
。
山

鳥
坂

ダ
ム
を

中
心
と
し

た
対
策

以
外

は
、

実
現

性
の

な
い

対
策

ば
か

り
で

あ
る

。
古

来
、

繰
り

返
さ

れ
て

き
た

大
洲

地
方

の
水
害

を
防
ぐ

た
め
、
一

日
も
早

く
山

鳥
坂
ダ

ム
を
決
定

し
着
工

さ
れ
た

い
。

・
ス

ピ
ー

ド
、

コ
ス

ト
、

環
境

面
の

全
て

に
お
い

て
配

慮
し
て

い
る

現
行

案
（
鹿

野
川

ダ
ム
改

造
・
山

鳥
坂
ダ
ム

建
設
・

堤
防

整
備
）

が
も
っ
と

も
現
実

性
が
あ

る
。

・
ダ

ム
の

建
設

は
水
質

悪
化
が
進

み
漁
業

な
ど

に
影
響

が
で
て
く

る
。

・
ダ

ム
建

設
は

、
水

没
す

る
流

域
に

絶
滅

危
惧
種

の
貴

重
な
生
物

種
の
生

息
す
る

自
然

環
境
が

あ
り
、

龍
馬
脱
藩

の
路
の

太
鼓

橋
も
水

没
す
る
た

め
反
対

で
あ
る

。

・
現

在
進

め
ら

れ
て

い
る

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
・
鹿

野
川

ダ
ム
改
造

と
河
道

整
備
に

よ
る

河
川

整
備

計
画

が
肱

川
の

地
形

的
特

性
か

ら
利

に
か

な
っ

て
お

り
、

よ
り

現
実

的
で

あ
る
。

等

4

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
複
数
の
治

水
対
策

案
に
係

る
概
略

検
討
及
び

抽
出
に

対
す
る

意
見
（
ダ

ム
を
含

む
治
水

対
策
案

に
関
す
る

意
見
）

・
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

を
含

む
治

水
対

策
案

は
、

平
成

16
年

に
策

定
し

た
肱

川
水

系
河

川
整

備
計

画
で

あ
り

、
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

、
鹿

野
川

ダ
ム

改
造

、
河

川
改

修
な

ど
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

戦
後

最
大

洪
水

で
あ

る
昭

和
2
0
年

9
月

洪
水

と
ピ

ー
ク

流
量

が
同

規
模
の

洪
水
を

安
全

に
流
下

さ
せ
る
こ

と
と
し

て
い

ま
す
。

・
今

回
の

山
鳥

坂
ダ

ム
建
設
事

業
の
検
証

は
、

｢今
後

の
治

水
対

策
の
あ

り
方

に
関
す

る
有
識
者

会
議

｣
が

と
り

ま
と

め
た

｢
中

間
と

り
ま

と
め

｣
を

踏
ま

え
て

、
検

討
の
手

順
や

手
法
を

定
め

た
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣
が

通
知

さ
れ

、
こ

れ
ら

に
基
づ
き

、
予
断

を
持
た

ず
に

検
討
を

行
っ
て
い

ま
す
。

・
「

ダ
ム

事
業

の
検
証
に

係
る

検
討

に
関
す
る

再
評
価

実
施

要
領
細

目
」
の

基
本
的

な
考
え
に

基
づ

き
、

河
川

整
備

計
画

に
お

い
て

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

、
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

む
案

と
ダ

ム
を

含
ま

な
い

複
数

の
対

策
案

を
立

案
・

評
価

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

幅
広

い
検

討
を

行
な

い
2
3
の

治
水

対
策

案
及

び
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
意

見
を

踏
ま

え
新

た
に

追
加

し
た

3
つ

の
治

水
対

策
案

に
つ

い
て
、

概
略
評

価
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」
と

し
て

、
8
案

を
抽

出
し

て
い

ま
す

。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1)

～
7)

で
示

す
よ

う
な

評
価

軸
で

評
価

す
る

。
(
略

)
 
1
)
安

全
度

、
(
略

) 
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
 
3
)
実

現
性

、
(
略

) 
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

) 
7
)
環

境
へ

の
影

響
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
む

治
水

対
策

案
」

と
概

略
評

価
に

よ
り

抽
出

さ
れ

た
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

治
水

対
策

案
」

に
つ

い
て

、
こ

れ
に

基
づ

き
評

価
し

て
い

ま
す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6、
7及

び
参

考
資
料

－
3」

に
示
し

て
い
ま
す

。

・
な

お
、

山
鳥

坂
ダ

ム
を

建
設

し
て

も
、

龍
馬

脱
藩

の
道

の
太

鼓
橋

（
御

幸
の

橋
）

は
水

没
し

ま
せ
ん

。

・
対

策
案

で
は

、
優

良
農

地
や

住
宅

が
移

転
の
対

象
と

な
っ
て
い

る
が
、

地
域
住

民
が

納
得
す

る
こ
と

も
難
し
い

と
考
え

ら
れ

、
現
行

の
治
水
対

策
案
が

一
番
で

あ
る

。

・
現

行
案

の
山

鳥
坂

ダ
ム

案
は

、
水

源
地

域
の
建

設
同

意
が
な

さ
れ

て
お

り
、
実

現
性

も
他

の
案

よ
り

は
る

か
に

高
く

、
建

設
費

用
の

面
な

ど
全

て
に

お
い

て
山

鳥
坂

ダ
ム

案
が
絶

対
的
に

有
効
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

と
河
道

改
修
を
組

み
合
わ

せ
た
現

計
画
が

、
最

も
バ
ラ

ン
ス

の
良

い
。

・
ダ

ム
建

設
に

よ
る
対

策
が
最
良

。
何
故

な
ら

他
の
対

策
案
よ
り

安
価
で

あ
る

。

・
代

替
案

は
流

域
住

民
の

生
活

を
無

視
し

実
現
性

の
全

く
な
い
よ

う
な
代

替
案
も

含
ま

れ
て

お
り

、
経

費
、

実
現

性
、

発
現

性
を

総
合

的
に

考
え

て
も

、
現

在
の

計
画

に
基

づ
く
ダ

ム
建
設

案
が
最
適

と
で
あ

る
と

思
う
。

・
他

に
考

え
ら

れ
る

対
策

案
は

皆
無

で
あ

る
。
山

鳥
坂

ダ
ム
を

中
心
と
し

た
対
策

以
外

は
、

実
現

性
の

な
い

対
策

ば
か

り
で

あ
る

。
古

来
、

繰
り

返
さ

れ
て

き
た

大
洲

地
方

の
水
害

を
防
ぐ

た
め
、
一

日
も
早

く
山

鳥
坂
ダ

ム
を
決
定

し
着
工

さ
れ
た

い
。

・
ス

ピ
ー

ド
、

コ
ス

ト
、

環
境

面
の

全
て

に
お
い

て
配

慮
し
て

い
る

現
行

案
（
鹿

野
川

ダ
ム
改

造
・
山

鳥
坂
ダ
ム

建
設
・

堤
防

整
備
）

が
も
っ
と

も
現
実

性
が
あ

る
。

・
ダ

ム
の

建
設

は
水
質

悪
化
が
進

み
漁
業

な
ど

に
影
響

が
で
て
く

る
。

・
ダ

ム
建

設
は

、
水

没
す

る
流

域
に

絶
滅

危
惧
種

の
貴

重
な
生
物

種
の
生

息
す
る

自
然

環
境
が

あ
り
、

龍
馬
脱
藩

の
路
の

太
鼓

橋
も
水

没
す
る
た

め
反
対

で
あ
る

。

・
現

在
進

め
ら

れ
て

い
る

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
・
鹿

野
川

ダ
ム
改
造

と
河
道

整
備
に

よ
る

河
川

整
備

計
画

が
肱

川
の

地
形

的
特

性
か

ら
利

に
か

な
っ

て
お

り
、

よ
り

現
実

的
で

あ
る
。

等

4

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(5
) 

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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6. 関係者の意見等 
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◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
河

道
の
掘

削
を
含

む
治
水
対

策
案
に

関
す
る

意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
河

道
の

掘
削
を

含
む

治
水

対
策
案

に
つ

い
て
も
検

討
を

行
っ
て

い
ま

す
。

・
「

ダ
ム

事
業

の
検
証
に

係
る

検
討

に
関
す
る

再
評
価

実
施

要
領
細

目
」
に

基
づ
き

立
案
し
た

2
3
の

治
水

対
策

案
及

び
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
意

見
を

踏
ま

え
新

た
に

追
加
し

た
3
つ
の

治
水

対
策

案
の

う
ち

、
河

道
の

掘
削

を
中

心
と

す
る

治
水

対
策

案
に

加
え

、
堤

防
の

か
さ

上
げ

、
遊

水
地

、
既

設
ダ

ム
の

有
効

活
用

な
ど

と
組

み
合

わ
せ

た
案

も
含

め
、

17
の

治
水

対
策

案
に

お
い

て
、

河
道

の
掘

削
を

含
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
、

治
水

対
策

案
の

概
略

評
価

の
結

果
と

し
て

抽
出
し
た

8案
は

全
て
河

道
の
掘

削
を

含
ん
で

い
ま
す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1)

～
7)

で
示

す
よ

う
な

評
価

軸
で

評
価

す
る

。
(
略

)
 
1
)
安

全
度

、
(
略

) 
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
 
3
)
実

現
性

、
(
略

) 
4
)
持

続
性

、
(
略

) 
5
)
柔

軟
性
、

(
略

)
 
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略
)
 
7)
環

境
へ

の
影
響
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
「

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
」

に
お

い
て

も
、

段
階

的
な

効
果

の
発

現
時

期
、

河
道

の
掘

削
に

よ
る

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
へ

の
影

響
、

土
砂
流
動

の
変
化

等
、
そ

れ
ぞ

れ
評
価

し
て
い
ま

す
。

・
具

体
的

に
は

、
概

略
評

価
で

抽
出

さ
れ

た
対

策
案

に
お

け
る

肱
川

下
流

の
掘

削
は

、
平

水
位

か
つ

朔
望

満
潮

位
以

上
の

掘
削

に
と

ど
め

て
お

り
、

最
深

河
床

高
も

現
状

の
ま

ま
維

持
す

る
こ

と
で

塩
水

遡
上

、
取

水
へ

の
影

響
は

少
な

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
掘

削
に

よ
り

治
水

の
安

全
性

が
低

下
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
と

こ
ろ

に
つ

い
て

は
、

護
岸

を
設

置
す

る
な

ど
の

対
策

を
想

定
し

て
い
ま
す

。

・
な

お
、

河
道

の
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

、
再

び
堆

積
す

る
場

合
は

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
が

、
今

後
発

生
す

る
洪

水
の

規
模

等
に

よ
り

再
堆

積
量

が
異

な
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
と

し
て

は
計

上
し

て
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
河

道
の

掘
削

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
掘

削
方

法
の

工
夫

、
移

植
及

び
生

育
環

境
の

保
全

な
ど

の
環

境
保

全
対
策

を
講

ず
る

必
要
が

あ
る

と
考
え

て
い
ま
す

。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6、
7及

び
参

考
資
料

－
3」

に
示
し

て
い
ま
す

。

・
堆

積
物

を
撤

去
し
堤

防
を
造
る

こ
と
で
水

害
は

な
く
な

る
。

・
河

床
掘

削
は

、
掘
削

と
堆
積
の

繰
り
返

し
で

永
久
的

に
費
用
が

か
か
る

。

・
河

床
掘

削
は

一
時

的
に

対
応

す
る

に
は

効
果
的

で
あ

る
一
方

、
数

年
経

つ
と
再

び
堆

積
す
る

こ
と
が

考
え
ら

れ
る
。

・
河

床
を

掘
削

す
る
と

、
生
態
系

へ
の
影

響
が
予

想
さ
れ

る
。

・
河

床
を

掘
削

は
膨

大
な

時
間

と
費

用
が

か
か
る

と
思

う
。
ま
た

、
掘
っ

た
箇
所

も
何

年
か
す

れ
ば
元

通
り
に
な

る
こ
と

も
考

え
ら
れ

る
。

・
河

床
勾

配
が

緩
い

た
め

、
掘

削
に

よ
り

、
海
水

が
現

在
の
白
滝

付
近
よ

り
上
流

に
上

が
る
事

や
、
生

態
系
、
農

業
用
水

に
も

悪
影
響

を
及
ぼ
す

。

・
河

床
掘

削
(
砂
利

採
取
)
が
急
務

で
肱
川

で
も

行
わ
れ

る
べ
き
治

水
対
策

で
あ

る
。

・
河

床
掘

削
を

す
る
こ

と
で
予
想

外
の
災

害
を

誘
発
す

る
の
で
は

な
い
か

・
肱

川
流

域
全

体
の
川

の
土
砂
を

計
画
的

に
取

り
除
く

必
要
が
あ

る
。

・
河

道
掘

削
に

よ
り

塩
水

化
・

取
水

障
害

等
の
弊

害
が

あ
る
と
と

も
に
、

継
続
的

な
掘

削
が
必

要
で
不

利
益
が

大
き
い

。

等

5

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
河

道
の
掘

削
を
含

む
治
水
対

策
案
に

関
す
る

意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
河

道
の

掘
削
を

含
む

治
水

対
策
案

に
つ

い
て
も
検

討
を

行
っ
て

い
ま

す
。

・
「

ダ
ム

事
業

の
検
証
に

係
る

検
討

に
関
す
る

再
評
価

実
施

要
領
細

目
」
に

基
づ
き

立
案
し
た

2
3
の

治
水

対
策

案
及

び
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
意

見
を

踏
ま

え
新

た
に

追
加
し

た
3
つ
の

治
水

対
策

案
の

う
ち

、
河

道
の

掘
削

を
中

心
と

す
る

治
水

対
策

案
に

加
え

、
堤

防
の

か
さ

上
げ

、
遊

水
地

、
既

設
ダ

ム
の

有
効

活
用

な
ど

と
組

み
合

わ
せ

た
案

も
含

め
、

17
の

治
水

対
策

案
に

お
い

て
、

河
道

の
掘

削
を

含
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
、

治
水

対
策

案
の

概
略

評
価

の
結

果
と

し
て

抽
出
し
た

8案
は

全
て
河

道
の
掘

削
を

含
ん
で

い
ま
す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1)

～
7)

で
示

す
よ

う
な

評
価

軸
で

評
価

す
る

。
(
略

)
 
1
)
安

全
度

、
(
略

) 
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
 
3
)
実

現
性

、
(
略

) 
4
)
持

続
性

、
(
略

) 
5
)
柔

軟
性
、

(
略

)
 
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略
)
 
7)
環

境
へ

の
影
響
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
「

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
」

に
お

い
て

も
、

段
階

的
な

効
果

の
発

現
時

期
、

河
道

の
掘

削
に

よ
る

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
へ

の
影

響
、

土
砂
流
動

の
変
化

等
、
そ

れ
ぞ

れ
評
価

し
て
い
ま

す
。

・
具

体
的

に
は

、
概

略
評

価
で

抽
出

さ
れ

た
対

策
案

に
お

け
る

肱
川

下
流

の
掘

削
は

、
平

水
位

か
つ

朔
望

満
潮

位
以

上
の

掘
削

に
と

ど
め

て
お

り
、

最
深

河
床

高
も

現
状

の
ま

ま
維

持
す

る
こ

と
で

塩
水

遡
上

、
取

水
へ

の
影

響
は

少
な

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
掘

削
に

よ
り

治
水

の
安

全
性

が
低

下
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
と

こ
ろ

に
つ

い
て

は
、

護
岸

を
設

置
す

る
な

ど
の

対
策

を
想

定
し

て
い
ま
す

。

・
な

お
、

河
道

の
掘

削
を

実
施

し
た

区
間

に
お

い
て

、
再

び
堆

積
す

る
場

合
は

掘
削

に
係

る
費

用
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
が

、
今

後
発

生
す

る
洪

水
の

規
模

等
に

よ
り

再
堆

積
量

が
異

な
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
と

し
て

は
計

上
し

て
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
河

道
の

掘
削

に
よ

り
、

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
掘

削
方

法
の

工
夫

、
移

植
及

び
生

育
環

境
の

保
全

な
ど

の
環

境
保

全
対
策

を
講

ず
る

必
要
が

あ
る

と
考
え

て
い
ま
す

。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6、
7及

び
参

考
資
料

－
3」

に
示
し

て
い
ま
す

。

・
堆

積
物

を
撤

去
し
堤

防
を
造
る

こ
と
で
水

害
は

な
く
な

る
。

・
河

床
掘

削
は

、
掘
削

と
堆
積
の

繰
り
返

し
で

永
久
的

に
費
用
が

か
か
る

。

・
河

床
掘

削
は

一
時

的
に

対
応

す
る

に
は

効
果
的

で
あ

る
一
方

、
数

年
経

つ
と
再

び
堆

積
す
る

こ
と
が

考
え
ら

れ
る
。

・
河

床
を

掘
削

す
る
と

、
生
態
系

へ
の
影

響
が
予

想
さ
れ

る
。

・
河

床
を

掘
削

は
膨

大
な

時
間

と
費

用
が

か
か
る

と
思

う
。
ま
た

、
掘
っ

た
箇
所

も
何

年
か
す

れ
ば
元

通
り
に
な

る
こ
と

も
考

え
ら
れ

る
。

・
河

床
勾

配
が

緩
い

た
め

、
掘

削
に

よ
り

、
海
水

が
現

在
の
白
滝

付
近
よ

り
上
流

に
上

が
る
事

や
、
生

態
系
、
農

業
用
水

に
も

悪
影
響

を
及
ぼ
す

。

・
河

床
掘

削
(
砂
利

採
取
)
が
急
務

で
肱
川

で
も

行
わ
れ

る
べ
き
治

水
対
策

で
あ

る
。

・
河

床
掘

削
を

す
る
こ

と
で
予
想

外
の
災

害
を

誘
発
す

る
の
で
は

な
い
か

・
肱

川
流

域
全

体
の
川

の
土
砂
を

計
画
的

に
取

り
除
く

必
要
が
あ

る
。

・
河

道
掘

削
に

よ
り

塩
水

化
・

取
水

障
害

等
の
弊

害
が

あ
る
と
と

も
に
、

継
続
的

な
掘

削
が
必

要
で
不

利
益
が

大
き
い

。

等

5

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(6
) 

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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6. 関係者の意見等 
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◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
引

堤
を
含

む
治
水

対
策
案
に

関
す
る

意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
引

堤
を

含
む
治
水

対
策
案

に
つ
い

て
も

検
討
を

行
っ
て
い

ま
す
。

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

立
案

し
た

2
3
の

治
水

対
策

案
及

び
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
意

見
を

踏
ま

え
新

た
に

追
加
し

た
3
つ
の

治
水

対
策

案
の

う
ち

、
引

堤
を

中
心

と
す

る
治

水
対

策
案

に
加

え
、

河
道

の
掘

削
、

放
水

路
、

遊
水

地
や

既
設

ダ
ム

の
有

効
活

用
な

ど
と

組
み

合
わ

せ
た

も
の

も
含

め
、

1
7
の

治
水

対
策

案
に

お
い

て
、

引
堤

を
含

ん
で

い
ま

す
。

ま
た

、
治

水
対

策
案

の
概

略
評

価
の

結
果

と
し

て
抽

出
し
た

8案
の

う
ち

7案
は

引
堤

を
含
ん

で
い
ま
す

。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1
)
～

7
)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

(
被

害
軽

減
効

果
) 

、
(
略

)
2)

コ
ス

ト
、

(
略

)
3
)

実
現

性
、

(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

、
(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

）
7)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
お

り
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

段
階

的
な

効
果

の
発

現
時

期
等

の
安

全
度

、
コ

ス
ト

、
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

な
ど

の
実

現
性

、
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

、
環

境
へ

の
影

響
等

、
そ

れ
ぞ

れ
評

価
を

行
っ
て

い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6、
7及

び
参

考
資
料

－
3」

に
示
し

て
い
ま
す

。

・
引

堤
は

、
用

地
買
収

等
に
相
当

時
間
を

要
し

移
転
補

償
費
が
莫

大
に
な

る
。

・
菅

田
地

区
の

引
堤

案
は

、
愛

媛
県

が
実

施
し
て

い
る

築
堤
工
事

へ
の
投

資
が
無

駄
に

な
る
。

・
肱

川
沿

川
は

平
地

が
非

常
に

狭
い

土
地

と
な
っ

て
い

る
為
、

引
堤
案
は

現
実
味

が
な

く
効
果

は
感
じ

ら
れ
な
い

。

・
引

堤
は

農
地

、
住

宅
、

自
然

破
壊

な
ど

の
影
響

が
大

き
く
当
面

の
対
策

と
し
て

は
避

け
る
べ

き
。

・
引

堤
案

は
用

地
交

渉
等

に
相

当
時

聞
が

予
想
さ

れ
、

そ
の
間

に
お
け
る

水
害
も

予
想

さ
れ
評

価
で
き

な
い
。

・
引

堤
計

画
は

、
大
洲

市
の
発
展

の
妨
げ

に
な

る
の
で

容
認
し
か

ね
る
。

等

6

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
引

堤
を
含

む
治
水

対
策
案
に

関
す
る

意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
引

堤
を

含
む
治
水

対
策
案

に
つ
い

て
も

検
討
を

行
っ
て
い

ま
す
。

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

立
案

し
た

2
3
の

治
水

対
策

案
及

び
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
意

見
を

踏
ま

え
新

た
に

追
加
し

た
3
つ
の

治
水

対
策

案
の

う
ち

、
引

堤
を

中
心

と
す

る
治

水
対

策
案

に
加

え
、

河
道

の
掘

削
、

放
水

路
、

遊
水

地
や

既
設

ダ
ム

の
有

効
活

用
な

ど
と

組
み

合
わ

せ
た

も
の

も
含

め
、

1
7
の

治
水

対
策

案
に

お
い

て
、

引
堤

を
含

ん
で

い
ま

す
。

ま
た

、
治

水
対

策
案

の
概

略
評

価
の

結
果

と
し

て
抽

出
し
た

8案
の

う
ち

7案
は

引
堤

を
含
ん

で
い
ま
す

。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1
)
～

7
)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

(
被

害
軽

減
効

果
) 

、
(
略

)
2)

コ
ス

ト
、

(
略

)
3
)

実
現

性
、

(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

、
(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

）
7)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
お

り
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

段
階

的
な

効
果

の
発

現
時

期
等

の
安

全
度

、
コ

ス
ト

、
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

な
ど

の
実

現
性

、
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

、
環

境
へ

の
影

響
等

、
そ

れ
ぞ

れ
評

価
を

行
っ
て

い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6、
7及

び
参

考
資
料

－
3」

に
示
し

て
い
ま
す

。

・
引

堤
は

、
用

地
買
収

等
に
相
当

時
間
を

要
し

移
転
補

償
費
が
莫

大
に
な

る
。

・
菅

田
地

区
の

引
堤

案
は

、
愛

媛
県

が
実

施
し
て

い
る

築
堤
工
事

へ
の
投

資
が
無

駄
に

な
る
。

・
肱

川
沿

川
は

平
地

が
非

常
に

狭
い

土
地

と
な
っ

て
い

る
為
、

引
堤
案
は

現
実
味

が
な

く
効
果

は
感
じ

ら
れ
な
い

。

・
引

堤
は

農
地

、
住

宅
、

自
然

破
壊

な
ど

の
影
響

が
大

き
く
当
面

の
対
策

と
し
て

は
避

け
る
べ

き
。

・
引

堤
案

は
用

地
交

渉
等

に
相

当
時

聞
が

予
想
さ

れ
、

そ
の
間

に
お
け
る

水
害
も

予
想

さ
れ
評

価
で
き

な
い
。

・
引

堤
計

画
は

、
大
洲

市
の
発
展

の
妨
げ

に
な

る
の
で

容
認
し
か

ね
る
。

等

6

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(7
) 

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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6. 関係者の意見等 
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◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
堤

防
の
か

さ
上
げ

を
含
む
治

水
対
策

案
に
関

す
る
意

見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
堤

防
の

か
さ
上

げ
を
含
む

治
水
対

策
案

に
つ
い

て
も
検
討

を
行
っ

て
い

ま
す
。

・
具

体
的

に
は

、
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

検
討

を
行

っ
た

対
策

案
や

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

を
反

映
し

新
た

に
立

案
し

た
対

策
案

の
う

ち
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
を

中
心

と
す

る
治

水
対

策
案

に
加

え
、

河
道

の
掘

削
、

放
水

路
、

遊
水

地
や

既
設

ダ
ム

の
有

効
活

用
な

ど
と

組
み

合
わ

せ
た

も
の

も
含

め
、

2
2
の

治
水

対
策

案
に

お
い

て
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
を

含
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
、

治
水

対
策

案
の

概
略

評
価
の

結
果
と
し

て
、
抽

出
し
た

8案
の
う
ち

7案
は

、
堤

防
の

か
さ
上

げ
を
含
ん

で
い
ま

す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1
)
～

7
)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

(
被

害
軽

減
効

果
) 

、
(
略

)
2)

コ
ス

ト
、

(
略

)
3
)

実
現

性
、

(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

、
(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

）
7)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

そ
れ
ぞ

れ
評

価
を
行

っ
て
い
ま

す
。

・
ご

意
見

の
と

お
り

、
堤

防
を

か
さ

上
げ

し
た

区
間

に
お

い
て

、
山

鳥
坂

ダ
ム

案
及

び
河

道
掘

削
案

よ
り

も
水

位
は

高
く

な
り

、
仮

に
決

壊
し

た
場

合
、

被
害

が
山

鳥
坂

ダ
ム

案
及

び
河

道
掘

削
案

よ
り

大
き

く
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

本
川

水
位

が
上

昇
す

る
こ

と
に

よ
り

内
水

被
害

へ
の

リ
ス

ク
も

高
ま

る
こ

と
か

ら
、

必
要

な
箇

所
に

お
い

て
は

内
水

対
策

を
講

じ
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
に

よ
り

、
必

要
な

高
さ

、
十

分
な

堤
防

幅
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

新
た

に
家

屋
、

用
地

等
の

取
得

が
生

じ
土

地
所

有
者

等
と
の

合
意
形

成
を
図

る
必

要
が
あ

り
ま
す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6、
7及

び
参

考
資
料

－
3」

に
示
し

て
い
ま
す

。

・
既

設
堤

防
か

さ
上
げ

に
よ
る
対

策
は
、

十
分
な

堤
防
幅

が
確

保
出
来

る
の
か
疑

問
。

・
堤

防
の

か
さ

上
げ

は
、

本
流

の
水

位
を

高
く
し

、
内

水
に
よ

る
被

害
リ

ス
ク
を

増
大

さ
せ
る

の
で
は

な
い
か
。

・
堤

防
の

か
さ

上
げ
で

は
、
多
く

の
移
転

家
屋

等
が

出
て

、
実

現
す
る

の
が

難
し

い
。

・
堤

防
の

嵩
上

げ
案

は
、

堤
防

が
崩

れ
る

と
甚

大
な

被
害

が
発

生
す

る
リ

ス
ク

を
伴

う
。

等

7

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
堤

防
の
か

さ
上
げ

を
含
む
治

水
対
策

案
に
関

す
る
意

見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
堤

防
の

か
さ
上

げ
を
含
む

治
水
対

策
案

に
つ
い

て
も
検
討

を
行
っ

て
い

ま
す
。

・
具

体
的

に
は

、
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

検
討

を
行

っ
た

対
策

案
や

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

を
反

映
し

新
た

に
立

案
し

た
対

策
案

の
う

ち
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
を

中
心

と
す

る
治

水
対

策
案

に
加

え
、

河
道

の
掘

削
、

放
水

路
、

遊
水

地
や

既
設

ダ
ム

の
有

効
活

用
な

ど
と

組
み

合
わ

せ
た

も
の

も
含

め
、

2
2
の

治
水

対
策

案
に

お
い

て
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
を

含
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
、

治
水

対
策

案
の

概
略

評
価
の

結
果
と
し

て
、
抽

出
し
た

8案
の
う
ち

7案
は

、
堤

防
の

か
さ
上

げ
を
含
ん

で
い
ま

す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1
)
～

7
)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

(
被

害
軽

減
効

果
) 

、
(
略

)
2)

コ
ス

ト
、

(
略

)
3
)

実
現

性
、

(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

、
(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

）
7)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

そ
れ
ぞ

れ
評

価
を
行

っ
て
い
ま

す
。

・
ご

意
見

の
と

お
り

、
堤

防
を

か
さ

上
げ

し
た

区
間

に
お

い
て

、
山

鳥
坂

ダ
ム

案
及

び
河

道
掘

削
案

よ
り

も
水

位
は

高
く

な
り

、
仮

に
決

壊
し

た
場

合
、

被
害

が
山

鳥
坂

ダ
ム

案
及

び
河

道
掘

削
案

よ
り

大
き

く
な

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

本
川

水
位

が
上

昇
す

る
こ

と
に

よ
り

内
水

被
害

へ
の

リ
ス

ク
も

高
ま

る
こ

と
か

ら
、

必
要

な
箇

所
に

お
い

て
は

内
水

対
策

を
講

じ
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
に

よ
り

、
必

要
な

高
さ

、
十

分
な

堤
防

幅
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

新
た

に
家

屋
、

用
地

等
の

取
得

が
生

じ
土

地
所

有
者

等
と
の

合
意
形

成
を
図

る
必

要
が
あ

り
ま
す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6、
7及

び
参

考
資
料

－
3」

に
示
し

て
い
ま
す

。

・
既

設
堤

防
か

さ
上
げ

に
よ
る
対

策
は
、

十
分
な

堤
防
幅

が
確

保
出
来

る
の
か
疑

問
。

・
堤

防
の

か
さ

上
げ

は
、

本
流

の
水

位
を

高
く
し

、
内

水
に
よ

る
被

害
リ

ス
ク
を

増
大

さ
せ
る

の
で
は

な
い
か
。

・
堤

防
の

か
さ

上
げ
で

は
、
多
く

の
移
転

家
屋

等
が

出
て

、
実

現
す
る

の
が

難
し

い
。

・
堤

防
の

嵩
上

げ
案

は
、

堤
防

が
崩

れ
る

と
甚

大
な

被
害

が
発

生
す

る
リ

ス
ク

を
伴

う
。

等

7

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(8
) 

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
遊

水
地
を

含
む
治

水
対
策
案

に
関
す

る
意
見

）

・
遊

水
地

(調
節
池

)等
を

含
む
治

水
対
策

案
に

つ
い
て
も

、
「
ダ

ム
事
業

の
検

証
に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

た
対

策
案

や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

を
反

映
し

新
た

に
立

案
し

た
対

策
案

の
う

ち
、

河
道

の
掘

削
、
引

堤
、
堤
防

の
か

さ
上

げ
と

組
み

合
わ

せ
た

も
の

を
含

む
4
の

治
水

対
策

案
に

お
い

て
立

案
し

た
う

え
で

、
概

略
評

価
を

行
い

、
最

終
的

に
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

治
水

対
策

案
」
と

し
て
、
抽

出
し

た
8
案
の

う
ち
2
案
は
、

遊
水
地

(調
節
池

)等
を

含
ん
で

い
ま
す

。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事
業
の

検
証
に

係
る
検

討
に

関
す
る
再

評
価
実

施
要
領

細
目

」
に
お

い
て

、
「

立
案

し
た

治
水

対
策

案
を

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)～

7
)で

示
す
よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

(
被

害
軽

減
効

果
) 

、
(
略

)
2)

コ
ス

ト
、

(
略

)
3
)
実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

、
(
略
)

6)
地

域
社
会

へ
の

影
響
、

(略
）

7
)
環

境
へ

の
影

響
」

と
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
基

づ
き
、

山
鳥

坂
ダ
ム

建
設
事
業

の
検

証
に
お

い
て

も
、
そ
れ

ぞ
れ
評

価
を
行

っ
て

い
ま
す
。

・
具

体
的

に
は

、
遊
水
地

整
備
に

伴
い
、

約
2
0
ha

の
用
地

取
得
、

約
5
0
ha
の
地

役
権
設
定

が
必

要
に

な
る

た
め

、
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

な
ど

の
「
実

現
性

」
の
観

点
、
事
業

地
及

び
そ

の
周

辺
等

へ
の

影
響

の
程

度
な

ど
「

地
域

社
会

へ
の

影
響

」
の

観
点
を

検
討
す
る

と
と

も
に

、
生

物
の

多
様

性
の

確
保

等
、

「
環

境
へ

の
影

響
」

の
観

点
な

ど
を
検

討
し
て
い

ま
す

。

・
上

記
の

内
容

に
つ
い
て

は
、
「

山
鳥
坂

ダ
ム

建
設
事
業

の
関
係

地
方
公

共
団

体
か
ら

な
る

検
討

の
場

資
料

－
6、

7及
び

参
考

資
料
－

3」
に
示

し
て
い
ま

す
。

・
遊

水
地

案
な

ど
も

っ
て

の
ほ

か
。

国
は

本
来

、
国

民
の

生
命

・
財

産
を

守
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
は

ず
。
土
地

を
奪
う

案
な

ど
存
在

し
て
は
い

け
な
い

。

・
遊

水
地

案
を

採
用

す
れ

ば
、

平
野

部
の

少
な

い
土

地
が

さ
ら

に
減

少
し

、
大

洲
市

の
経

済
効

果
に
も

悪
影
響
を

及
ぼ
す

可
能
性

が
あ
る

と
考

え
る
。

・
遊

水
地

の
設

置
に

関
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
菅

田
地

区
住

民
を

な
い

が
し

ろ
に

す
る

も
の

で
あ
り

、
菅
田
地

区
と
し

て
は

到
底
受

け
入
れ
ら

れ
な
い

も
の
で

あ
る

。

・
遊

水
地

な
ど

、
農
地

を
犠
牲
に

す
る
事

業
を
推

進
す
る

の
か

。

等

8

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
遊

水
地
を

含
む
治

水
対
策
案

に
関
す

る
意
見

）

・
遊

水
地

(調
節
池

)等
を

含
む
治

水
対
策

案
に

つ
い
て
も

、
「
ダ

ム
事
業

の
検

証
に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

た
対

策
案

や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

を
反

映
し

新
た

に
立

案
し

た
対

策
案

の
う

ち
、

河
道

の
掘

削
、
引

堤
、
堤
防

の
か

さ
上

げ
と

組
み

合
わ

せ
た

も
の

を
含

む
4
の

治
水

対
策

案
に

お
い

て
立

案
し

た
う

え
で

、
概

略
評

価
を

行
い

、
最

終
的

に
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

治
水

対
策

案
」
と

し
て
、
抽

出
し

た
8
案
の

う
ち
2
案
は
、

遊
水
地

(調
節
池

)等
を

含
ん
で

い
ま
す

。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事
業
の

検
証
に

係
る
検

討
に

関
す
る
再

評
価
実

施
要
領

細
目

」
に
お

い
て

、
「

立
案

し
た

治
水

対
策

案
を

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)～

7
)で

示
す
よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

(
被

害
軽

減
効

果
) 

、
(
略

)
2)

コ
ス

ト
、

(
略

)
3
)
実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

、
(
略
)

6)
地

域
社
会

へ
の

影
響
、

(略
）

7
)
環

境
へ

の
影

響
」

と
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
基

づ
き
、

山
鳥

坂
ダ
ム

建
設
事
業

の
検

証
に
お

い
て

も
、
そ
れ

ぞ
れ
評

価
を
行

っ
て

い
ま
す
。

・
具

体
的

に
は

、
遊
水
地

整
備
に

伴
い
、

約
2
0
ha

の
用
地

取
得
、

約
5
0
ha
の
地

役
権
設
定

が
必

要
に

な
る

た
め

、
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

な
ど

の
「
実

現
性

」
の
観

点
、
事
業

地
及

び
そ

の
周

辺
等

へ
の

影
響

の
程

度
な

ど
「

地
域

社
会

へ
の

影
響

」
の

観
点
を

検
討
す
る

と
と

も
に

、
生

物
の

多
様

性
の

確
保

等
、

「
環

境
へ

の
影

響
」

の
観

点
な

ど
を
検

討
し
て
い

ま
す

。

・
上

記
の

内
容

に
つ
い
て

は
、
「

山
鳥
坂

ダ
ム

建
設
事
業

の
関
係

地
方
公

共
団

体
か
ら

な
る

検
討

の
場

資
料

－
6、

7及
び

参
考

資
料
－

3」
に
示

し
て
い
ま

す
。

・
遊

水
地

案
な

ど
も

っ
て

の
ほ

か
。

国
は

本
来

、
国

民
の

生
命

・
財

産
を

守
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
は

ず
。
土
地

を
奪
う

案
な

ど
存
在

し
て
は
い

け
な
い

。

・
遊

水
地

案
を

採
用

す
れ

ば
、

平
野

部
の

少
な

い
土

地
が

さ
ら

に
減

少
し

、
大

洲
市

の
経

済
効

果
に
も

悪
影
響
を

及
ぼ
す

可
能
性

が
あ
る

と
考

え
る
。

・
遊

水
地

の
設

置
に

関
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
菅

田
地

区
住

民
を

な
い

が
し

ろ
に

す
る

も
の

で
あ
り

、
菅
田
地

区
と
し

て
は

到
底
受

け
入
れ
ら

れ
な
い

も
の
で

あ
る

。

・
遊

水
地

な
ど

、
農
地

を
犠
牲
に

す
る
事

業
を
推

進
す
る

の
か

。

等

8

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(9
) 

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
ダ

ム
の
有

効
活
用

を
含
む
治

水
対
策

案
に
関

す
る
意

見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
既

設
ダ

ム
の

貯
水

池
掘

削
、

か
さ

上
げ

、
操

作
ル

ー
ル

の
見

直
し

を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。
同

要
領

細
目

に
基

づ
き

立
案

し
た

2
3
の

治
水

対
策

案
及

び
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
意

見
を

踏
ま

え
新

た
に

追
加

し
た

3
つ

の
治

水
対

策
案

の
う
ち

、
河
道

の
掘

削
、

引
堤

、
堤

防
の

か
さ

上
げ

と
組

み
合

わ
せ

た
も

の
を

含
む

9
の

治
水

対
策

案
に
お

い
て

、
ダ

ム
の

有
効

活
用

を
含

ん
で

い
ま

す
が

、
そ

の
後

の
概

略
評

価
に

よ
り

、
ダ

ム
の

有
効

活
用

の
う

ち
、

貯
水

池
掘

削
や

か
さ

上
げ

を
含

む
案

は
、

操
作

ル
ー

ル
の

見
直

し
を

含
む

案
よ

り
コ

ス
ト

が
高

い
こ

と
か
ら

抽
出

し
て
い

ま
せ
ん
。

・
し

た
が

っ
て

、
概

略
評

価
の
結

果
と

し
て

は
、

抽
出

し
た

8
案

の
う

ち
2
案

に
操

作
ル

ー
ル

の
見

直
し
に

よ
る
ダ

ム
の
有

効
活

用
を
含

ん
で
い
ま

す
。

・
具

体
的

に
は

、
鹿

野
川

ダ
ム

と
野

村
ダ

ム
の

洪
水

調
節

開
始

流
量

を
下

流
河

道
の

整
備

状
況

を
考

慮
し

つ
つ

、
引

き
上

げ
る

こ
と

に
よ

り
、

ピ
ー

ク
流

量
を

よ
り

調
節

で
き

る
よ

う
に

操
作

ル
ー

ル
を

見
直

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

操
作

ル
ー

ル
の

見
直

し
の

み
で

山
鳥

坂
ダ

ム
の

効
果

量
相

当
分

を
全

て
調

節
で

き
な

い
た

め
、

併
せ

て
河

道
の

掘
削

、
引

堤
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
と

組
み

合
わ

せ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
操

作
ル

ー
ル

の
見

直
し

に
伴

い
、

内
水

に
よ

り
新

た
に

家
屋

浸
水

が
発

生
す

る
場

合
に

は
、

必
要

な
内

水
対

策
を

講
じ

る
こ

と
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6及
び

参
考
資

料
－

3」
に

示
し

て
い
ま
す

。

・
既

設
ダ

ム
の

改
良

に
よ

り
洪

水
調

節
能

力
を
増

強
・

効
率
化

さ
せ
る
流

量
低
減

策
を

と
る
対

策
は
ど

う
か
。

・
ダ

ム
の

操
作

は
河

川
の

整
備

状
況

に
応

じ
て

最
適

な
も

の
を

設
定

す
べ

き
で

あ
っ

て
、

大
洪

水
に

し
か

効
果

な
い

操
作

は
中

小
洪

水
時

に
被

害
が

発
生

す
る

為
、

良
く

検
討
し

て
欲
し

い
。

・
既

に
鹿

野
川

ダ
ム

と
野

村
ダ

ム
の

2
つ

の
ダ

ム
が

有
り

、
こ

の
ダ

ム
の

最
大

限
の

機
能

発
揮

と
堤
防

・
河
道
の

整
備
を

基
本

に
進
め

る
べ
き
。

等

9

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
ダ

ム
の
有

効
活
用

を
含
む
治

水
対
策

案
に
関

す
る
意

見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
既

設
ダ

ム
の

貯
水

池
掘

削
、

か
さ

上
げ

、
操

作
ル

ー
ル

の
見

直
し

を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。
同

要
領

細
目

に
基

づ
き

立
案

し
た

2
3
の

治
水

対
策

案
及

び
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
意

見
を

踏
ま

え
新

た
に

追
加

し
た

3
つ

の
治

水
対

策
案

の
う
ち

、
河
道

の
掘

削
、

引
堤

、
堤

防
の

か
さ

上
げ

と
組

み
合

わ
せ

た
も

の
を

含
む

9
の

治
水

対
策

案
に
お

い
て

、
ダ

ム
の

有
効

活
用

を
含

ん
で

い
ま

す
が

、
そ

の
後

の
概

略
評

価
に

よ
り

、
ダ

ム
の

有
効

活
用

の
う

ち
、

貯
水

池
掘

削
や

か
さ

上
げ

を
含

む
案

は
、

操
作

ル
ー

ル
の

見
直

し
を

含
む

案
よ

り
コ

ス
ト

が
高

い
こ

と
か
ら

抽
出

し
て
い

ま
せ
ん
。

・
し

た
が

っ
て

、
概

略
評

価
の
結

果
と

し
て

は
、

抽
出

し
た

8
案

の
う

ち
2
案

に
操

作
ル

ー
ル

の
見

直
し
に

よ
る
ダ

ム
の
有

効
活

用
を
含

ん
で
い
ま

す
。

・
具

体
的

に
は

、
鹿

野
川

ダ
ム

と
野

村
ダ

ム
の

洪
水

調
節

開
始

流
量

を
下

流
河

道
の

整
備

状
況

を
考

慮
し

つ
つ

、
引

き
上

げ
る

こ
と

に
よ

り
、

ピ
ー

ク
流

量
を

よ
り

調
節

で
き

る
よ

う
に

操
作

ル
ー

ル
を

見
直

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

操
作

ル
ー

ル
の

見
直

し
の

み
で

山
鳥

坂
ダ

ム
の

効
果

量
相

当
分

を
全

て
調

節
で

き
な

い
た

め
、

併
せ

て
河

道
の

掘
削

、
引

堤
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
と

組
み

合
わ

せ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
操

作
ル

ー
ル

の
見

直
し

に
伴

い
、

内
水

に
よ

り
新

た
に

家
屋

浸
水

が
発

生
す

る
場

合
に

は
、

必
要

な
内

水
対

策
を

講
じ

る
こ

と
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6及
び

参
考
資

料
－

3」
に

示
し

て
い
ま
す

。

・
既

設
ダ

ム
の

改
良

に
よ

り
洪

水
調

節
能

力
を
増

強
・

効
率
化

さ
せ
る
流

量
低
減

策
を

と
る
対

策
は
ど

う
か
。

・
ダ

ム
の

操
作

は
河

川
の

整
備

状
況

に
応

じ
て

最
適

な
も

の
を

設
定

す
べ

き
で

あ
っ

て
、

大
洪

水
に

し
か

効
果

な
い

操
作

は
中

小
洪

水
時

に
被

害
が

発
生

す
る

為
、

良
く

検
討
し

て
欲
し

い
。

・
既

に
鹿

野
川

ダ
ム

と
野

村
ダ

ム
の

2
つ

の
ダ

ム
が

有
り

、
こ

の
ダ

ム
の

最
大

限
の

機
能

発
揮

と
堤
防

・
河
道
の

整
備
を

基
本

に
進
め

る
べ
き
。

等

9

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(1
0)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方

 

パ
ブ

コ
メ

 
意

見
募

集
期

間
【

H
2
4
.
8
.
8
～

H
2
4
.
9
.
7
】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N
o.
9
 



6. 関係者の意見等 

 6-19

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
輪

中
堤
を

含
む
治

水
対
策
案

に
関
す

る
意
見

）

・
輪

中
堤

を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

も
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目
」
に

基
づ
き

検
討
を

行
っ

て
い
ま
す

。

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

検
討

を
行

っ
た

23
の

治
水
対

策
案
及
び

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ

ン
ト
の

意
見

を
踏
ま
え

新
た
に

追
加
し

た
3の

治
水

対
策

案
の

う
ち

、
河

道
の

掘
削

、
引

堤
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
と

組
み

合
わ

せ
た

も
の

を
含

む
2
つ

の
治

水
対

策
案
に
お

い
て

、
輪

中
堤
を
含

ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、

治
水

対
策
案

の
概
略
評

価
の

結
果

と
し

て
抽
出
し

た
8案

の
う

ち
1案

は
、
輪

中
堤
を
含

ん
で
い

ま
す

。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1)
～

7)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略
)
 
1)
安

全
度

(被
害

軽
減
効

果
)
 、

(略
)
2
)コ

ス
ト
、

(略
)

3
)実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

、
(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

）
7
)
環

境
へ

の
影

響
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
に

お
い

て
も

、
そ

れ
ぞ

れ
評

価
を

行
っ

て
い

ま
す
。

・
具

体
的

に
は

、
輪

中
堤
の
整

備
に
よ

り
約

2
4
0h
aの

土
地

が
新

た
に
浸

水
す

る
と
と

も
に
、
約

5
0
h
a
の

用
地

取
得

が
必

要
に

な
る

た
め

、
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
発

現
さ

れ
て

い
く

の
か

な
ど

「
安

全
度

」
の

観
点

、
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

な
ど

の
「

実
現

性
」

の
観

点
、

土
地

利
用

の
制

約
な

ど
「

持
続

性
」

の
観

点
、

事
業

地
及

び
そ

の
周

辺
等

へ
の

影
響

の
程

度
な

ど
「

地
域

社
会
へ
の

影
響
」

の
観
点

な
ど

を
検
討
し

て
い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の

場
資
料

－
6、

7及
び

参
考

資
料
－

3」
に
示

し
て
い
ま

す
。

・
本

来
、

洪
水

か
ら

防
御

す
べ

き
肱

川
中

流
部

に
遊

水
地

や
輪

中
堤

を
整

備
す

る
案

は
、
関

係
者
と

の
調
整
に

時
間
を

要
さ

ら
に
河
川

整
備

が
遅
れ

る
の
で
は

な
い
か

。

1
0

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
輪

中
堤
を

含
む
治

水
対
策
案

に
関
す

る
意
見

）

・
輪

中
堤

を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

も
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目
」
に

基
づ
き

検
討
を

行
っ

て
い
ま
す

。

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

検
討

を
行

っ
た

23
の

治
水
対

策
案
及
び

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ

ン
ト
の

意
見

を
踏
ま
え

新
た
に

追
加
し

た
3の

治
水

対
策

案
の

う
ち

、
河

道
の

掘
削

、
引

堤
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
と

組
み

合
わ

せ
た

も
の

を
含

む
2
つ

の
治

水
対

策
案
に
お

い
て

、
輪

中
堤
を
含

ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、

治
水

対
策
案

の
概
略
評

価
の

結
果

と
し

て
抽
出
し

た
8案

の
う

ち
1案

は
、
輪

中
堤
を
含

ん
で
い

ま
す

。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1)
～

7)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略
)
 
1)
安

全
度

(被
害

軽
減
効

果
)
 、

(略
)
2
)コ

ス
ト
、

(略
)

3
)実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

、
(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

）
7
)
環

境
へ

の
影

響
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
に

お
い

て
も

、
そ

れ
ぞ

れ
評

価
を

行
っ

て
い

ま
す
。

・
具

体
的

に
は

、
輪

中
堤
の
整

備
に
よ

り
約

2
4
0h
aの

土
地

が
新

た
に
浸

水
す

る
と
と

も
に
、
約

5
0
h
a
の

用
地

取
得

が
必

要
に

な
る

た
め

、
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
発

現
さ

れ
て

い
く

の
か

な
ど

「
安

全
度

」
の

観
点

、
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

な
ど

の
「

実
現

性
」

の
観

点
、

土
地

利
用

の
制

約
な

ど
「

持
続

性
」

の
観

点
、

事
業

地
及

び
そ

の
周

辺
等

へ
の

影
響

の
程

度
な

ど
「

地
域

社
会
へ
の

影
響
」

の
観
点

な
ど

を
検
討
し

て
い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の

場
資
料

－
6、

7及
び

参
考

資
料
－

3」
に
示

し
て
い
ま

す
。

・
本

来
、

洪
水

か
ら

防
御

す
べ

き
肱

川
中

流
部

に
遊

水
地

や
輪

中
堤

を
整

備
す

る
案

は
、
関

係
者
と

の
調
整
に

時
間
を

要
さ

ら
に
河
川

整
備

が
遅
れ

る
の
で
は

な
い
か

。

1
0

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(1
1)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方

 

パ
ブ

コ
メ

 
意

見
募

集
期

間
【

H
2
4
.
8
.
8
～

H
2
4
.
9
.
7
】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N
o.
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6. 関係者の意見等 

 6-20

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
森

林
の
保

全
を
含

む
治
水
対

策
案
に

関
す
る

意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
お

い
て

、
「

複
数

の
治

水
対

策
案

は
、

河
川

整
備

計
画

に
お

い
て

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

立
案

す
る

。
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

基
づ

い
て

、
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
む

治
水

対
策

案
」

と
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

治
水

対
策

案
」

の
検

討
を
行

っ
て
い
ま

す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
治

水
対

策
案

は
、

以
下

の
1
）

～
2
6
）

を
参

考
に

し
て

、
幅

広
い

方
策

を
組

み
合

わ
せ
て
検

討
す

る
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
「

森
林

の
保

全
」

に
つ

い
て

も
2
6
方

策
の

一
つ

と
し

て
、

「
主

に
森

林
土

壌
の

働
き

に
よ

り
、

雨
水

を
地

中
に

浸
透

さ
せ

、
ゆ

っ
く

り
流

出
さ

せ
る

と
い

う
森

林
の

機
能

を
保

全
す

る
こ

と
で

あ
る

。
良

好
な

森
林

か
ら

の
土

砂
流

出
は

少
な

く
、

ま
た

風
倒

木
等

が
河

川
に

流
出

し
て

災
害

を
助

長
す

る
こ

と
等

が
あ

る
。

そ
し

て
森

林
面

積
を

増
加

さ
せ

る
場

合
や

顕
著

な
地

表
流

の
発

生
が

み
ら

れ
る

ほ
ど

荒
廃

し
た

森
林

を
良

好
な

森
林

に
誘

導
し

た
場

合
、

洪
水

流
出

を
低

下
さ

せ
る

可
能

性
が

あ
る

。
し

か
し

、
顕

著
な

地
表

流
の

発
生

が
見

ら
れ

な
い

一
般

の
森

林
で

は
、

森
林

に
手

を
入

れ
る

こ
と

に
よ

る
流

出
抑

制
機

能
の

改
善

は
、

森
林

土
壌

が
よ

り
健

全
な

状
態

へ
と

変
化

す
る

の
に

相
当

の
年

数
を

要
す

る
な

ど
不

確
定

要
素

が
大

き
く

、
定

量
的

な
評

価
が

困
難

で
あ

る
と

い
う

課
題

が
あ

る
。
」

と
記
載
さ

れ
て
い

ま
す
。

・
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

治
水

対
策

案
」

は
、

上
記

の
2
6
方

策
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

幅
広

く
2
3
案

を
立

案
す

る
と

と
も

に
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

を
踏

ま
え

新
た

に
3
案

を
立

案
し

て
い

ま
す

が
、

「
森

林
の

保
全

」
に

つ
い

て
は

、
効

果
を

定
量

的
に
見
込

む
こ

と
が

困
難

で
あ

る
も

の
の

河
道

・
流

域
管

理
の

観
点

か
ら

推
進

を
図

る
方

策
と

し
て

、
全

て
の

案
に
組
み

合
わ
せ

て
い

ま
す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6及
び

参
考
資

料
－

3」
に

示
し

て
い
ま

す
。

・
肱

川
の

洪
水

の
原

因
は

、
流

域
の

人
工

林
を
放

置
し

た
こ
と
に

原
因
が

有
り
。

人
工

林
内

の
放

置
林

よ
り

表
土

が
流

出
し

保
水

力
が

無
く

な
る

こ
と

で
水

害
に

な
る

の
で

は
な
い

か
。

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

ダ
ム

を
造

る
よ

り
、

森
林
再

生
耕

作
放
棄

地
の

保
水

対
策
等

、
五

十
年
、

百
年
後

を
見
据
え

た
治
水

対
策

を
行
う

。

・
近

年
は

、
森

林
破

壊
が

進
み

、
降

雨
に

よ
り
山

林
崩

壊
は
規
模

が
大
き

く
な
り

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

が
増

え
、

大
洪

水
に

な
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

の
で

、
そ

れ
ら

も
含
め

て
考
え

て
ほ
し
い

。

・
肱

川
本

川
だ

け
の

問
題

と
し

て
と

ら
え

ず
、

そ
の

4
7
4
に

及
ぶ

支
川

の
環

境
、

森
林

の
状
況

に
対
し

て
考
え
ら

れ
る
こ

と
も

多
い
。

・
肱

川
の

集
水

面
積

の
わ

ず
か

5
％

に
す

ぎ
な

い
河

辺
川

に
ダ

ム
を

造
っ

て
も

、
効

果
は

少
な

い
。
流

域
の
治
山

、
田
ん

ぼ
や

集
落
の

保
全
を
す

べ
き
で

あ
る
。

1
1

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
抽
出
し

た
治
水
対

策
案
に

対
す
る

意
見
（
森

林
の
保

全
を
含

む
治
水
対

策
案
に

関
す
る

意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
お

い
て

、
「

複
数

の
治

水
対

策
案

は
、

河
川

整
備

計
画

に
お

い
て

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

立
案

す
る

。
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

基
づ

い
て

、
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
む

治
水

対
策

案
」

と
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

治
水

対
策

案
」

の
検

討
を
行

っ
て
い
ま

す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
治

水
対

策
案

は
、

以
下

の
1
）

～
2
6
）

を
参

考
に

し
て

、
幅

広
い

方
策

を
組

み
合

わ
せ
て
検

討
す

る
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
「

森
林

の
保

全
」

に
つ

い
て

も
2
6
方

策
の

一
つ

と
し

て
、

「
主

に
森

林
土

壌
の

働
き

に
よ

り
、

雨
水

を
地

中
に

浸
透

さ
せ

、
ゆ

っ
く

り
流

出
さ

せ
る

と
い

う
森

林
の

機
能

を
保

全
す

る
こ

と
で

あ
る

。
良

好
な

森
林

か
ら

の
土

砂
流

出
は

少
な

く
、

ま
た

風
倒

木
等

が
河

川
に

流
出

し
て

災
害

を
助

長
す

る
こ

と
等

が
あ

る
。

そ
し

て
森

林
面

積
を

増
加

さ
せ

る
場

合
や

顕
著

な
地

表
流

の
発

生
が

み
ら

れ
る

ほ
ど

荒
廃

し
た

森
林

を
良

好
な

森
林

に
誘

導
し

た
場

合
、

洪
水

流
出

を
低

下
さ

せ
る

可
能

性
が

あ
る

。
し

か
し

、
顕

著
な

地
表

流
の

発
生

が
見

ら
れ

な
い

一
般

の
森

林
で

は
、

森
林

に
手

を
入

れ
る

こ
と

に
よ

る
流

出
抑

制
機

能
の

改
善

は
、

森
林

土
壌

が
よ

り
健

全
な

状
態

へ
と

変
化

す
る

の
に

相
当

の
年

数
を

要
す

る
な

ど
不

確
定

要
素

が
大

き
く

、
定

量
的

な
評

価
が

困
難

で
あ

る
と

い
う

課
題

が
あ

る
。
」

と
記
載
さ

れ
て
い

ま
す
。

・
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

治
水

対
策

案
」

は
、

上
記

の
2
6
方

策
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

幅
広

く
2
3
案

を
立

案
す

る
と

と
も

に
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

意
見

を
踏

ま
え

新
た

に
3
案

を
立

案
し

て
い

ま
す

が
、

「
森

林
の

保
全

」
に

つ
い

て
は

、
効

果
を

定
量

的
に
見
込

む
こ

と
が

困
難

で
あ

る
も

の
の

河
道

・
流

域
管

理
の

観
点

か
ら

推
進

を
図

る
方

策
と

し
て

、
全

て
の

案
に
組
み

合
わ
せ

て
い

ま
す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

6及
び

参
考
資

料
－

3」
に

示
し

て
い
ま

す
。

・
肱

川
の

洪
水

の
原

因
は

、
流

域
の

人
工

林
を
放

置
し

た
こ
と
に

原
因
が

有
り
。

人
工

林
内

の
放

置
林

よ
り

表
土

が
流

出
し

保
水

力
が

無
く

な
る

こ
と

で
水

害
に

な
る

の
で

は
な
い

か
。

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

ダ
ム

を
造

る
よ

り
、

森
林
再

生
耕

作
放
棄

地
の

保
水

対
策
等

、
五

十
年
、

百
年
後

を
見
据
え

た
治
水

対
策

を
行
う

。

・
近

年
は

、
森

林
破

壊
が

進
み

、
降

雨
に

よ
り
山

林
崩

壊
は
規
模

が
大
き

く
な
り

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

が
増

え
、

大
洪

水
に

な
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

の
で

、
そ

れ
ら

も
含
め

て
考
え

て
ほ
し
い

。

・
肱

川
本

川
だ

け
の

問
題

と
し

て
と

ら
え

ず
、

そ
の

4
7
4
に

及
ぶ

支
川

の
環

境
、

森
林

の
状
況

に
対
し

て
考
え
ら

れ
る
こ

と
も

多
い
。

・
肱

川
の

集
水

面
積

の
わ

ず
か

5
％

に
す

ぎ
な

い
河

辺
川

に
ダ

ム
を

造
っ

て
も

、
効

果
は

少
な

い
。
流

域
の
治
山

、
田
ん

ぼ
や

集
落
の

保
全
を
す

べ
き
で

あ
る
。

1
1

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(1
2)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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ブ

コ
メ

 
意

見
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期
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4
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.
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6. 関係者の意見等 

 6-21

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
治
水
対

策
案
に
関

す
る
そ

の
他
の

意
見
（
河

川
整
備

計
画
に

お
け
る
目

標
流
量

等
に
関

す
る
意

見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
お

い
て

、
「

複
数

の
治

水
対

策
案

は
、

河
川

整
備

計
画

に
お

い
て

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と
し

て
立

案
す
る

。
」
と
規

定
さ
れ

て
い

ま
す
。

・
肱

川
水

系
河

川
整

備
計

画
に

お
け

る
目

標
流

量
は

、
河

川
法

施
行

令
第

十
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

過
去

の
主

要
な

洪
水

の
状

況
に

加
え

、
当

該
地

域
の

開
発

の
状

況
等

を
総

合
的

に
考

慮
し

て
設
定

し
て
い

ま
す
。

・
具

体
的

に
は

、
戦

後
最
大
洪

水
で
あ

る
昭

和
20
年

9
月
洪

水
と

ピ
ー
ク

流
量

が
同
規

模
の
洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
、

基
準

地
点

大
洲

に
お

い
て

5
,
00
0
m
3
/
s
と

し
、

流
域

内
の

洪
水

調
節

施
設

(
ダ

ム
)
に

よ
り

1
,
10
0
m
3
/
sを

調
節
し

、
河
道
へ

の
配

分
流
量

を
3
,
90
0
m
3 /
sと

し
て

い
ま
す

。

・
河

川
整

備
計

画
の

時
の

検
討

に
お

い
て

は
、

様
々

な
洪

水
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

過
去

の
主

要
な

4
洪

水
(
昭

和
3
6
年

9
月

洪
水

型
、

昭
和

47
年

9
月

洪
水

型
、

昭
和

55
年

7
月

洪
水

型
、
平
成

2
年

9
月

洪
水

型
)
を

対
象

と
し

て
い

ま
す

。
そ

の
結

果
、

4
洪

水
に

対
し

て
、

下
流

の
河

川
改

修
状

況
に

対
応

し
た

ダ
ム

操
作

ル
ー

ル
に

見
直

す
こ

と
に

よ
り

、
野

村
ダ

ム
と

鹿
野

川
ダ

ム
（

現
状

）
で

45
0
～

9
0
0m

3
/
s
の

洪
水

調
節

効
果

を
発

揮
し

ま
す

。
一

方
、

河
道

に
お

い
て

は
、

指
定

区
間

の
菅

田
地

区
な

ど
の

堤
防

整
備

を
完

了
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
3,
9
00
m
3
/s

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
そ

の
た

め
、

河
道

と
現

状
2
ダ

ム
の

洪
水

処
理

能
力

を
合
わ

せ
て

も
、

20
0
～

6
50

m
3
/
s
の

洪
水

処
理

能
力

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

洪
水

処
理

能
力

を
確

保
す
る

た
め

に
、

鹿
野
川

ダ
ム

の
改
造

と
山
鳥
坂

ダ
ム
建

設
と

な
っ
て

い
ま
す
。

・
ま

た
、

目
標

流
量

5
,0

0
0m

3
/s

で
の

過
去

の
主

要
な

4
洪

水
に

対
す

る
3
ダ

ム
(
鹿

野
川

ダ
ム

改
造

含
み

、
野

村
ダ

ム
、

山
鳥

坂
ダ

ム
)
の

洪
水

調
節

効
果

は
、

1,
1
0
0
～

1,
4
00
m
3
/
s
と

な
り

ま
す

。
計

画
対

象
洪

水
4
洪

水
の

い
ず

れ
に

お
い

て
も

目
標

流
量

5
,0
0
0m

3
/
s
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

、
こ

の
4
洪

水
で

河
道

整
備

流
量

が
最

も
大

き
く

な
る

3
,
90
0
m
3
/s

を
河

道
へ

の
配

分
流
量

と
し
、
ダ

ム
に
よ

り
洪

水
調
節

を
1
,1
0
0m

3
/
sと

し
て
い

ま
す
。

・
こ

の
よ

う
に

、
治

水
対

策
の

立
案

に
あ

た
っ

て
は

、
整

備
計

画
対

象
４

洪
水
に

お
い

て
、

山
鳥

坂
ダ

ム
と

同
等

の
治

水
効

果
を

持
つ

よ
う

、
幅

広
い

治
水

対
策

案
に

よ
り

代
替

す
る

こ
と

と
し
て
い

ま
す
。

（
次
頁

に
続
く

）

・
平

成
7
年

、
1
6
年

、
17

年
、

2
3
年

と
大

水
害

を
繰

り
返

し
、

企
業

の
撤

退
が

続
く

中
で

、
再

度
の

被
災

は
地

方
自

治
体

の
根

幹
を

覆
す

こ
と

に
繋

が
る

も
の

で
あ

る
。

流
域

の
課

題
を

解
消

す
る

河
川

整
備

計
画

の
推

進
と

頻
発

す
る

大
水

害
か

ら
河

川
整

備
基

本
方

針
に
整

合
す
る
整

備
手
法

の
選

択
を
期

待
す
る
。

・
河

川
整

備
計

画
は

山
鳥

坂
ダ

ム
4
00

m
3
/
s
と

鹿
野

川
ダ

ム
改

造
2
50

m
3/
s
の

枠
を

捻
出

す
る

た
め

、
鹿

野
川

ダ
ム

の
能

力
7
5
0m
3
/
s
を

45
0
m
3 /
s
と

低
く

表
示

し
、

ま
た

、
目

標
流

量
を

S
3
6
年

計
画

よ
り

3
50
m
3
/
s
少

な
い

3
,9
0
0m

3
/
s
と

し
て

い
る

。
こ

れ
に
つ
い

て
合
理

的
な
説

明
が
な
い

。

・
河

川
整

備
計

画
の

目
標

1
/
40

は
通

過
点

で
、
最

近
の

気
候
変
動

を
考
え

れ
ば
、

安
全

安
心

の
た

め
に

は
更

に
大

き
な

洪
水

に
対

し
て

1/
1
0
0
の

対
策

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
各

代
替

え
案

に
お

い
て

1
/4
0
で

終
わ

る
の

で
は

な
く

、
更

な
る

治
水

安
全

度
の

向
上
策

に
つ
い

て
示
し
た

上
で
、

対
応

策
を
決

定
す
べ
き

で
あ
る

。

・
将

来
に

わ
た

っ
て

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
対
策

が
必

要
で
あ

り
、

山
鳥

坂
ダ
ム

が
な

か
っ

た
場

合
、

1
0
0
年

に
1
度

の
洪

水
に

対
応

で
き

る
の

か
。

将
来

の
こ

と
を

考
え

て
検

証
し

て
欲
し

い
。

・
代

替
案

に
お

い
て

、
1/
1
00

を
見

据
え

た
計

画
が

な
い

と
今

後
二

重
の

投
資

に
な

る
。

最
終

的
に

は
、

1
/
10
0
以

上
の

整
備

が
必

要
で

、
治

水
安

全
度

が
低

い
大

洲
市

で
は
発

展
が
望

め
な
い
。

等

1
2

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
治
水
対

策
案
に
関

す
る
そ

の
他
の

意
見
（
河

川
整
備

計
画
に

お
け
る
目

標
流
量

等
に
関

す
る
意

見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
お

い
て

、
「

複
数

の
治

水
対

策
案

は
、

河
川

整
備

計
画

に
お

い
て

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と
し

て
立

案
す
る

。
」
と
規

定
さ
れ

て
い

ま
す
。

・
肱

川
水

系
河

川
整

備
計

画
に

お
け

る
目

標
流

量
は

、
河

川
法

施
行

令
第

十
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

過
去

の
主

要
な

洪
水

の
状

況
に

加
え

、
当

該
地

域
の

開
発

の
状

況
等

を
総

合
的

に
考

慮
し

て
設
定

し
て
い

ま
す
。

・
具

体
的

に
は

、
戦

後
最
大
洪

水
で
あ

る
昭

和
20
年

9
月
洪

水
と

ピ
ー
ク

流
量

が
同
規

模
の
洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
、

基
準

地
点

大
洲

に
お

い
て

5
,
00
0
m
3
/
s
と

し
、

流
域

内
の

洪
水

調
節

施
設

(
ダ

ム
)
に

よ
り

1
,
10
0
m
3
/
sを

調
節
し

、
河
道
へ

の
配

分
流
量

を
3
,
90
0
m
3 /
sと

し
て

い
ま
す

。

・
河

川
整

備
計

画
の

時
の

検
討

に
お

い
て

は
、

様
々

な
洪

水
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

過
去

の
主

要
な

4
洪

水
(
昭

和
3
6
年

9
月

洪
水

型
、

昭
和

47
年

9
月

洪
水

型
、

昭
和

55
年

7
月

洪
水

型
、
平
成

2
年

9
月

洪
水

型
)
を

対
象

と
し

て
い

ま
す

。
そ

の
結

果
、

4
洪

水
に

対
し

て
、

下
流

の
河

川
改

修
状

況
に

対
応

し
た

ダ
ム

操
作

ル
ー

ル
に

見
直

す
こ

と
に

よ
り

、
野

村
ダ

ム
と

鹿
野

川
ダ

ム
（

現
状

）
で

45
0
～

9
0
0m

3
/
s
の

洪
水

調
節

効
果

を
発

揮
し

ま
す

。
一

方
、

河
道

に
お

い
て

は
、

指
定

区
間

の
菅

田
地

区
な

ど
の

堤
防

整
備

を
完

了
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
3,
9
00
m
3
/s

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
そ

の
た

め
、

河
道

と
現

状
2
ダ

ム
の

洪
水

処
理

能
力

を
合
わ

せ
て

も
、

20
0
～

6
50

m
3
/
s
の

洪
水

処
理

能
力

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

洪
水

処
理

能
力

を
確

保
す
る

た
め

に
、

鹿
野
川

ダ
ム

の
改
造

と
山
鳥
坂

ダ
ム
建

設
と

な
っ
て

い
ま
す
。

・
ま

た
、

目
標

流
量

5
,0

0
0m

3
/s

で
の

過
去

の
主

要
な

4
洪

水
に

対
す

る
3
ダ

ム
(
鹿

野
川

ダ
ム

改
造

含
み

、
野

村
ダ

ム
、

山
鳥

坂
ダ

ム
)
の

洪
水

調
節

効
果

は
、

1,
1
0
0
～

1,
4
00
m
3
/
s
と

な
り

ま
す

。
計

画
対

象
洪

水
4
洪

水
の

い
ず

れ
に

お
い

て
も

目
標

流
量

5
,0
0
0m

3
/
s
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

、
こ

の
4
洪

水
で

河
道

整
備

流
量

が
最

も
大

き
く

な
る

3
,
90
0
m
3
/s

を
河

道
へ

の
配

分
流
量

と
し
、
ダ

ム
に
よ

り
洪

水
調
節

を
1
,1
0
0m

3
/
sと

し
て
い

ま
す
。

・
こ

の
よ

う
に

、
治

水
対

策
の

立
案

に
あ

た
っ

て
は

、
整

備
計

画
対

象
４

洪
水
に

お
い

て
、

山
鳥

坂
ダ

ム
と

同
等

の
治

水
効

果
を

持
つ

よ
う

、
幅

広
い

治
水

対
策

案
に

よ
り

代
替

す
る

こ
と

と
し
て
い

ま
す
。

（
次
頁

に
続
く

）

・
平

成
7
年

、
1
6
年

、
17

年
、

2
3
年

と
大

水
害

を
繰

り
返

し
、

企
業

の
撤

退
が

続
く

中
で

、
再

度
の

被
災

は
地

方
自

治
体

の
根

幹
を

覆
す

こ
と

に
繋

が
る

も
の

で
あ

る
。

流
域

の
課

題
を

解
消

す
る

河
川

整
備

計
画

の
推

進
と

頻
発

す
る

大
水

害
か

ら
河

川
整

備
基

本
方

針
に
整

合
す
る
整

備
手
法

の
選

択
を
期

待
す
る
。

・
河

川
整

備
計

画
は

山
鳥

坂
ダ

ム
4
00

m
3
/
s
と

鹿
野

川
ダ

ム
改

造
2
50

m
3/
s
の

枠
を

捻
出

す
る

た
め

、
鹿

野
川

ダ
ム

の
能

力
7
5
0m
3
/
s
を

45
0
m
3 /
s
と

低
く

表
示

し
、

ま
た

、
目

標
流

量
を

S
3
6
年

計
画

よ
り

3
50
m
3
/
s
少

な
い

3
,9
0
0m

3
/
s
と

し
て

い
る

。
こ

れ
に
つ
い

て
合
理

的
な
説

明
が
な
い

。

・
河

川
整

備
計

画
の

目
標

1
/
40

は
通

過
点

で
、
最

近
の

気
候
変
動

を
考
え

れ
ば
、

安
全

安
心

の
た

め
に

は
更

に
大

き
な

洪
水

に
対

し
て

1/
1
0
0
の

対
策

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
各

代
替

え
案

に
お

い
て

1
/4
0
で

終
わ

る
の

で
は

な
く

、
更

な
る

治
水

安
全

度
の

向
上
策

に
つ
い

て
示
し
た

上
で
、

対
応

策
を
決

定
す
べ
き

で
あ
る

。

・
将

来
に

わ
た

っ
て

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
対
策

が
必

要
で
あ

り
、

山
鳥

坂
ダ
ム

が
な

か
っ

た
場

合
、

1
0
0
年

に
1
度

の
洪

水
に

対
応

で
き

る
の

か
。

将
来

の
こ

と
を

考
え

て
検

証
し

て
欲
し

い
。

・
代

替
案

に
お

い
て

、
1/
1
00

を
見

据
え

た
計

画
が

な
い

と
今

後
二

重
の

投
資

に
な

る
。

最
終

的
に

は
、

1
/
10
0
以

上
の

整
備

が
必

要
で

、
治

水
安

全
度

が
低

い
大

洲
市

で
は
発

展
が
望

め
な
い
。

等

1
2

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(1
3)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方

 

パ
ブ

コ
メ

 
意
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募

集
期

間
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H
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.
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2
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.
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6. 関係者の意見等 
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◆
治
水
対

策
案
に
関

す
る
そ

の
他
の

意
見
（
河

川
整
備

計
画
に

お
け
る
目

標
流
量

及
び
河

川
整
備
流

量
等
に

関
す
る

意
見
）

・
な

お
、

昭
和

3
6
年

当
時

の
計

画
(
肱

川
改

修
総

体
計

画
)
に

つ
い

て
は

、
分

類
番

号
１

「
具

体
的

な
治
水

対
策
案

に
つ
い

て
」

に
記
載

し
て
い
ま

す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事
業
の

検
証

に
係

る
検
討
に

関
す
る
再

評
価

実
施
要

領
細

目
」
で

は
、
「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1
)
～

7
)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

(
被

害
軽

減
効

果
) 

、
(
略

)
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3
)
実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

、
(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
7
)
環

境
へ

の
影

響
」

と
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

う
ち

「
(
略

)
1
)
安

全
度

(略
)
ロ

)
目

標
が

上
回

る
洪

水
等

が
発

生
し

た
場

合
に

ど
の

よ
う

な
状

態
と

な
る

か
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

基
づ

き
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
や

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
よ

り
大

き
い

規
模

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

ど
の
よ
う

な
状
態

に
な

る
の
か

に
つ

い
て

評
価
を

行
っ

て
い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

7」
に

示
し
て

い
ま
す

。

1
2

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
治
水
対

策
案
に
関

す
る
そ

の
他
の

意
見
（
河

川
整
備

計
画
に

お
け
る
目

標
流
量

及
び
河

川
整
備
流

量
等
に

関
す
る

意
見
）

・
な

お
、

昭
和

3
6
年

当
時

の
計

画
(
肱

川
改

修
総

体
計

画
)
に

つ
い

て
は

、
分

類
番

号
１

「
具

体
的

な
治
水

対
策
案

に
つ
い

て
」

に
記
載

し
て
い
ま

す
。

・
ま

た
、

「
ダ

ム
事
業
の

検
証

に
係

る
検
討
に

関
す
る
再

評
価

実
施
要

領
細

目
」
で

は
、
「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1
)
～

7
)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

(
被

害
軽

減
効

果
) 

、
(
略

)
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3
)
実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性

、
(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
7
)
環

境
へ

の
影

響
」

と
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

う
ち

「
(
略

)
1
)
安

全
度

(略
)
ロ

)
目

標
が

上
回

る
洪

水
等

が
発

生
し

た
場

合
に

ど
の

よ
う

な
状

態
と

な
る

か
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

基
づ

き
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
や

河
川

整
備

基
本

方
針

レ
ベ

ル
よ

り
大

き
い

規
模

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

ど
の
よ
う

な
状
態

に
な

る
の
か

に
つ

い
て

評
価
を

行
っ

て
い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

7」
に

示
し
て

い
ま
す

。

1
2

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6
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4)
 
寄
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意
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検
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主
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考
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6. 関係者の意見等 
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◆
治
水
対

策
案
に
関

す
る
そ

の
他
の

意
見
（
目

標
を
上

回
る
洪

水
等
が
発

生
し
た

場
合
等

の
対
応

に
関
す
る

意
見
）

・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
方

法
を

定
め

た
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

予
断

を
持

た
ず

に
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・
ご

指
摘

の
目

標
を

上
回

る
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

に
対

し
ま

し
て

は
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1
)
～

7
)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

(
被

害
軽

減
効

果
)
、

(
略

)
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3)

実
現

性
、

(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性
、

(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
7
)
環

境
へ
の

影
響

」
と
規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
う

ち
「

(
略

)
1
)
安

全
度

(
略

)
ロ

)
目

標
が

上
回

る
洪

水
等
が

発
生
し

た
場

合
に

ど
の

よ
う

な
状

態
と

な
る

か
」

と
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
基

づ
き

、
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
に

お
い

て
も

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

及
び

河
川

整
備

基
本

方
針

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

局
地

的
な

大
雨

が
発

生
し

た
場

合
に

つ
い

て
の

評
価

及
び

地
球

温
暖

化
に
伴

う
気

候
変

化
な
ど
将

来
の

不
確

実
性

に
対

す
る
柔

軟
性
の
評

価
を

行
っ

て
い

ま
す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

7」
に

示
し
て

い
ま
す

。

・
7
月

の
九

州
の

大
雨

が
大

洲
で

降
れ

ば
、

河
川

整
備

計
画

通
り

に
進

ん
だ

と
し

て
も

、
大

洪
水

に
な

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
想

定
以

上
の

事
態

が
起

こ
っ

て
も

安
心

で
き

る
国

づ
く
り

を
求
め
る

。

・
全

国
各

地
で

異
常

気
象

に
よ

る
洪

水
被

害
が
多

発
し

て
い
る

今
、

い
つ

こ
の
肱

川
流

域
を

襲
っ

て
も

不
思

議
で

は
な

い
。

早
期

に
安

心
で

暮
ら

せ
る

為
に

は
ぜ

ひ
と

も
山

鳥
坂
ダ

ム
建
設

が
必
要

・
想

定
外

の
災

害
を

も
考

慮
し

た
対

策
が

急
務
。

ま
ず

は
山
鳥

坂
ダ

ム
の

早
期
実

現
を

望
む
。

・
温

暖
化

の
影

響
か

ら
か

こ
こ

数
年

の
雨

の
降
り

方
、

水
の
流

れ
方

が
大

き
く
変

化
し

て
い

る
。

だ
ん

だ
ん

と
巨

大
化

し
て

い
る

洪
水

に
対

し
、

一
刻

も
早

い
河

川
整

備
が

必
要
に

な
っ
て

い
る
。

・
昨

今
の

気
象

環
境

は
想

像
を

絶
す

る
も

の
が

あ
り

、
洪

水
に

し
て

も
渇

水
に

し
て

も
、
経

験
値
を

想
定
し
て

計
画
し

て
は

い
け
な

い
。

等
1
3

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
治
水
対

策
案
に
関

す
る
そ

の
他
の

意
見
（
目

標
を
上

回
る
洪

水
等
が
発

生
し
た

場
合
等

の
対
応

に
関
す
る

意
見
）

・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
方

法
を

定
め

た
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

予
断

を
持

た
ず

に
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・
ご

指
摘

の
目

標
を

上
回

る
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

に
対

し
ま

し
て

は
、

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1
)
～

7
)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(
略

) 
1
)
安

全
度

(
被

害
軽

減
効

果
)
、

(
略

)
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3)

実
現

性
、

(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
柔

軟
性
、

(
略

)
6
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
7
)
環

境
へ
の

影
響

」
と
規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
う

ち
「

(
略

)
1
)
安

全
度

(
略

)
ロ

)
目

標
が

上
回

る
洪

水
等
が

発
生
し

た
場

合
に

ど
の

よ
う

な
状

態
と

な
る

か
」

と
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
基

づ
き

、
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
に

お
い

て
も

、
河

川
整

備
基

本
方

針
レ

ベ
ル

の
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

及
び

河
川

整
備

基
本

方
針

よ
り

大
き

い
規

模
の

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
、

局
地

的
な

大
雨

が
発

生
し

た
場

合
に

つ
い

て
の

評
価

及
び

地
球

温
暖

化
に
伴

う
気

候
変

化
な
ど
将

来
の

不
確

実
性

に
対

す
る
柔

軟
性
の
評

価
を

行
っ

て
い

ま
す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

7」
に

示
し
て

い
ま
す

。

・
7
月

の
九

州
の

大
雨

が
大

洲
で

降
れ

ば
、

河
川

整
備

計
画

通
り

に
進

ん
だ

と
し

て
も

、
大

洪
水

に
な

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
想

定
以

上
の

事
態

が
起

こ
っ

て
も

安
心

で
き

る
国

づ
く
り

を
求
め
る

。

・
全

国
各

地
で

異
常

気
象

に
よ

る
洪

水
被

害
が
多

発
し

て
い
る

今
、

い
つ

こ
の
肱

川
流

域
を

襲
っ

て
も

不
思

議
で

は
な

い
。

早
期

に
安

心
で

暮
ら

せ
る

為
に

は
ぜ

ひ
と

も
山

鳥
坂
ダ

ム
建
設

が
必
要

・
想

定
外

の
災

害
を

も
考

慮
し

た
対

策
が

急
務
。

ま
ず

は
山
鳥

坂
ダ

ム
の

早
期
実

現
を

望
む
。

・
温

暖
化

の
影

響
か

ら
か

こ
こ

数
年

の
雨

の
降
り

方
、

水
の
流

れ
方

が
大

き
く
変

化
し

て
い

る
。

だ
ん

だ
ん

と
巨

大
化

し
て

い
る

洪
水

に
対

し
、

一
刻

も
早

い
河

川
整

備
が

必
要
に

な
っ
て

い
る
。

・
昨

今
の

気
象

環
境

は
想

像
を

絶
す

る
も

の
が

あ
り

、
洪

水
に

し
て

も
渇

水
に

し
て

も
、
経

験
値
を

想
定
し
て

計
画
し

て
は

い
け
な

い
。

等
1
3

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(1
5)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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ブ

コ
メ

 
意

見
募

集
期

間
【

H
2
4
.
8
.
8
～

H
2
4
.
9
.
7
】
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6. 関係者の意見等 

 6-24

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
具
体
的
な

流
水
の

正
常
な

機
能
の

維
持
対
策

案
（
植

松
堰
の

廃
止
に
よ

る
流
量

の
確
保

）
の
提

案
に
つ
い

て

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
お

い
て

、
複

数
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

は
、

「
河

川
整

備
計

画
で

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
た

対
策

案
を

立
案

し
、

評
価

す
る

。
」

と
規

定
さ

れ
て
お
り

、
こ
れ

に
基
づ

い
て

検
討
を

行
っ
て
い

ま
す
。

・
対

策
案

の
立

案
に

当
た

っ
て

は
、

大
洲

地
点

に
お

い
て
冬
期

以
外
概

ね
6
.5
m
3
/s
、

冬
期

概
ね

5
.
5
m
3 /
s
、

鹿
野

川
ダ

ム
直

下
冬

期
以

外
概

ね
6
.0

m
3
/
s
、

冬
期

概
ね

3
.2
m
3
/s

、
山

鳥
坂

ダ
ム

直
下

通
年

概
ね

0
.5

m
3
/
s
の

確
保

と
自

然
な

流
れ

の
回

復
を

目
標

と
し

て
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・
植

松
堰

廃
止

の
ご

意
見
に
つ

い
て
は
、

河
辺
川

に
お
け

る
必

要
流
量

を
1年

を
通
し

て
確
保
で

き
な

い
こ

と
に

加
え

て
、

大
洲

地
点

及
び

鹿
野

川
ダ

ム
直

下
地

点
に

お
い

て
も

確
保

で
き

な
い

た
め

河
川

整
備

計
画

で
想

定
し

て
い

る
目

標
と

同
程

度
の

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ
ん

。

・
な

お
、

流
水

の
正

常
な
機
能

の
維
持

対
策

案
と

し
て
立

案
し

た
9案

に
つ
い

て
は
、

植
松

堰
へ

の
流

入
量

が
0.

5
m
3
/s

を
上

回
る

場
合

に
は

0.
5
m
3
/s

を
放

流
す

る
(
流

入
量

と
放

流
量

の
差

分
は

現
状

と
同

様
に

鹿
野

川
ダ

ム
貯

水
池

に
導

水
)
、

流
入

量
が

0
.5

m
3
/
s
を

下
回

る
場

合
に

は
流

入
量

を
そ

の
ま

ま
放

流
す

る
と

い
っ

た
水

運
用

で
検

討
し

て
お

り
、

ご
提

案
の

趣
旨

は
含

ま
れ
て
い

る
と
考

え
て
い

ま
す

。

・
ダ

ム
建

設
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
植

松
堰
の

廃
止

も
可
能

な
の
で
は

な
い
か

。
そ

れ
に
よ

り
、
毎
秒

0
.5
ト

ン
を
下

流
へ
流

す
こ
と

に
す

れ
ば
よ

い
。

1
4

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
具
体
的
な

流
水
の

正
常
な

機
能
の

維
持
対
策

案
（
植

松
堰
の

廃
止
に
よ

る
流
量

の
確
保

）
の
提

案
に
つ
い

て

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
お

い
て

、
複

数
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

は
、

「
河

川
整

備
計

画
で

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
た

対
策

案
を

立
案

し
、

評
価

す
る

。
」

と
規

定
さ

れ
て
お
り

、
こ
れ

に
基
づ

い
て

検
討
を

行
っ
て
い

ま
す
。

・
対

策
案

の
立

案
に

当
た

っ
て

は
、

大
洲

地
点

に
お

い
て
冬
期

以
外
概

ね
6
.5
m
3
/s
、

冬
期

概
ね

5
.
5
m
3 /
s
、

鹿
野

川
ダ

ム
直

下
冬

期
以

外
概

ね
6
.0

m
3
/
s
、

冬
期

概
ね

3
.2
m
3
/s

、
山

鳥
坂

ダ
ム

直
下

通
年

概
ね

0
.5

m
3
/
s
の

確
保

と
自

然
な

流
れ

の
回

復
を

目
標

と
し

て
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・
植

松
堰

廃
止

の
ご

意
見
に
つ

い
て
は
、

河
辺
川

に
お
け

る
必

要
流
量

を
1年

を
通
し

て
確
保
で

き
な

い
こ

と
に

加
え

て
、

大
洲

地
点

及
び

鹿
野

川
ダ

ム
直

下
地

点
に

お
い

て
も

確
保

で
き

な
い

た
め

河
川

整
備

計
画

で
想

定
し

て
い

る
目

標
と

同
程

度
の

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ
ん

。

・
な

お
、

流
水

の
正

常
な
機
能

の
維
持

対
策

案
と

し
て
立

案
し

た
9案

に
つ
い

て
は
、

植
松

堰
へ

の
流

入
量

が
0.

5
m
3
/s

を
上

回
る

場
合

に
は

0.
5
m
3
/s

を
放

流
す

る
(
流

入
量

と
放

流
量

の
差

分
は

現
状

と
同

様
に

鹿
野

川
ダ

ム
貯

水
池

に
導

水
)
、

流
入

量
が

0
.5

m
3
/
s
を

下
回

る
場

合
に

は
流

入
量

を
そ

の
ま

ま
放

流
す

る
と

い
っ

た
水

運
用

で
検

討
し

て
お

り
、

ご
提

案
の

趣
旨

は
含

ま
れ
て
い

る
と
考

え
て
い

ま
す

。

・
ダ

ム
建

設
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
植

松
堰
の

廃
止

も
可
能

な
の
で
は

な
い
か

。
そ

れ
に
よ

り
、
毎
秒

0
.5
ト

ン
を
下

流
へ
流

す
こ
と

に
す

れ
ば
よ

い
。

1
4

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(1
6)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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【
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6. 関係者の意見等 

 6-25

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
複
数
の
流

水
の
正

常
な
機

能
の
維

持
対
策
案

に
係
る

概
略
検

討
及
び
抽

出
に
対

す
る
意

見
（
流

水
の
正
常

な
機
能

の
維
持

対
策
案
（

全
般
）

に
関
す

る
意
見
）

・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
方

法
を

定
め

た
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」
が

通
知
さ
れ

、
こ
れ

に
基

づ
き
予

断
を
持
た

ず
に
検

討
を

行
っ
て

い
ま
す
。

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

で
は

、
17

の
流

水
の

正
常
な

機
能
の
維

持
方
策

と
6つ

の
評
価

軸
が

示
さ
れ

て
い
ま
す

。

･
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
で
は

、
「

ダ
ム

事
業
の
検

証
に
係

る
検

討
に
関

す
る
再
評

価
実
施

要
領

細
目

」
に

示
さ

れ
て

い
る

1
7
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
方

策
を

参
考

に
、

肱
川

の
河

川
特

性
や

流
域

特
性

に
応

じ
た

複
数

の
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

立
案

・
抽

出
し

、
抽

出
し

た
対

策
案

に
つ

い
て

6
つ

の
評

価
軸

ご
と

の
評

価
を

行
っ

た
う

え
で

、
総

合
的
な

観
点

か
ら

肱
川

に
お

け
る

最
適

な
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

選
定

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

1
0及

び
参
考

資
料
－

4」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
大

洲
の

優
位

性
は

、
豊

富
な

土
地

と
水

で
あ
る

。
土

地
・
建
物

の
信
頼

と
そ
の

流
通

の
増

加
を

期
待

し
、

他
の

地
域

と
差

別
化

が
図

れ
る

水
資

源
の

確
保

に
配

慮
を

お
願

い
す
る

。

・
目

標
（

正
常

流
量
の

達
成
）
お

よ
び
動

植
物
の

保
護
の

観
点

か
ら
評

価
す

べ
き

。

・
新

た
な

対
策

案
を

掲
げ

、
そ

れ
ら

を
評

価
し
た

う
え

で
、
再
度

検
討
し

、
現
行

案
の

ダ
ム

に
よ

る
流

水
計

画
が

そ
れ

ら
よ

り
適

し
て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

な
ら

ば
、

そ
れ

を
実
行

す
べ
き
。

等

1
5

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
複
数
の
流

水
の
正

常
な
機

能
の
維

持
対
策
案

に
係
る

概
略
検

討
及
び
抽

出
に
対

す
る
意

見
（
流

水
の
正
常

な
機
能

の
維
持

対
策
案
（

全
般
）

に
関
す

る
意
見
）

・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
方

法
を

定
め

た
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」
が

通
知
さ
れ

、
こ
れ

に
基

づ
き
予

断
を
持
た

ず
に
検

討
を

行
っ
て

い
ま
す
。

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

で
は

、
17

の
流

水
の

正
常
な

機
能
の
維

持
方
策

と
6つ

の
評
価

軸
が

示
さ
れ

て
い
ま
す

。

･
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
で
は

、
「

ダ
ム

事
業
の
検

証
に
係

る
検

討
に
関

す
る
再
評

価
実
施

要
領

細
目

」
に

示
さ

れ
て

い
る

1
7
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
方

策
を

参
考

に
、

肱
川

の
河

川
特

性
や

流
域

特
性

に
応

じ
た

複
数

の
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

立
案

・
抽

出
し

、
抽

出
し

た
対

策
案

に
つ

い
て

6
つ

の
評

価
軸

ご
と

の
評

価
を

行
っ

た
う

え
で

、
総

合
的
な

観
点

か
ら

肱
川

に
お

け
る

最
適

な
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

選
定

し
て

い
く

こ
と

と
し

て
い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

1
0及

び
参
考

資
料
－

4」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
大

洲
の

優
位

性
は

、
豊

富
な

土
地

と
水

で
あ
る

。
土

地
・
建
物

の
信
頼

と
そ
の

流
通

の
増

加
を

期
待

し
、

他
の

地
域

と
差

別
化

が
図

れ
る

水
資

源
の

確
保

に
配

慮
を

お
願

い
す
る

。

・
目

標
（

正
常

流
量
の

達
成
）
お

よ
び
動

植
物
の

保
護
の

観
点

か
ら
評

価
す

べ
き

。

・
新

た
な

対
策

案
を

掲
げ

、
そ

れ
ら

を
評

価
し
た

う
え

で
、
再
度

検
討
し

、
現
行

案
の

ダ
ム

に
よ

る
流

水
計

画
が

そ
れ

ら
よ

り
適

し
て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

な
ら

ば
、

そ
れ

を
実
行

す
べ
き
。

等

1
5

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(1
7)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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.
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◆
複
数
の
流

水
の
正

常
な
機

能
の
維

持
対
策
案

に
係
る

概
略
検

討
及
び
抽

出
に
対

す
る
意

見
（
ダ

ム
を
含
む

流
水
の

正
常
な

機
能
の
維

持
対
策

案
に
関

す
る
意

見
)

・
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

を
含

む
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

の
目

標
は

、
平

成
16

年
に

策
定

さ
れ

た
肱

川
水

系
河

川
整

備
計

画
で

あ
り

、
山

鳥
坂

ダ
ム

を
建

設
す

る
と

と
も

に
既

設
鹿

野
川

ダ
ム

を
改

造
す

る
こ

と
に

よ
り

、
肱

川
の

清
流

復
活

を
目

指
し

、
河

川
水

の
利

用
の

維
持

、
動
植

物
の
保

護
、
流

水
の

清
潔
の

保
持
等
に

必
要
な

流
量

を
確
保

す
る
も
の

で
す
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
方

法
を

定
め

た
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」
が

通
知
さ
れ

、
こ
れ

に
基

づ
き
予

断
を
持
た

ず
に
検

討
を

行
っ
て

い
ま
す
。

･
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
で
は

、
「

ダ
ム

事
業
の
検

証
に
係

る
検

討
に
関

す
る
再
評

価
実
施

要
領

細
目

」
に

示
さ

れ
て

い
る

1
7
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
方

策
を

参
考

に
、

河
川

整
備

計
画

に
お

い
て

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

、
肱

川
の

河
川

特
性

や
流

域
特

性
に

応
じ

た
複

数
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

を
立

案
・

抽
出

し
、

抽
出

し
た

対
策

案
に

つ
い

て
6
つ

の
評

価
軸

ご
と

の
評

価
を

行
っ

た
う

え
で
、

総
合

的
な

観
点

か
ら

肱
川

に
お

け
る

最
適

な
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

を
選

定
し

て
い

く
こ

と
と
し

て
い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

1
0及

び
参
考

資
料
－

4」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
平

成
21

年
・

2
3
年

と
渇

水
を

経
験

す
る

と
水
資

源
の

重
要
性

を
改

め
て

痛
感
し

て
い

る
。

河
川

維
持

用
水

の
確

保
は

、
肱

川
流

域
の

住
民

に
と

っ
て

必
要

不
可

欠
な

も
の

で
あ
り

、
そ
の
内

容
を
も

つ
河
川

整
備

計
画
の
推

進
を
早

期
に
実

施
す

べ
き
。

・
肱

川
の

水
質

を
改

善
す

る
に

は
、

汚
濁

負
荷
量

の
削

減
と
流
量

の
増
加

が
両
輪

で
あ

る
。
そ

の
う
ち
流

量
確
保

の
た
め

に
は

、
ダ
ム
案

し
か
な

い
と
思

う
。

・
永

続
的

に
鵜

飼
や

カ
ヌ

ー
や

芋
炊

き
が

行
え
る

よ
う

、
安
定

し
た
水
量

の
確
保

が
大

切
。
そ

の
た
め
に

は
ダ
ム

で
の
水

量
調

整
が
必
要

。

・
森

林
再

生
等

地
下

水
の

貯
留

に
も

限
界

が
あ
り

、
水

を
有
効

量
す

る
に

は
ダ
ム

に
よ

る
貯

留
が

重
要

と
考

え
て

い
る

。
河

川
環

境
容

量
と

洪
水

調
節

容
量

を
併

せ
持

っ
た

山
鳥
坂

ダ
ム
は
肱

川
流
域

に
必
要

。

・
「

水
郷

大
洲

」
の

名
に

は
じ

な
い

清
流

の
復
活

の
為

、
整
備

計
画

を
進

め
る
べ

き
で

あ
る
。

・
ダ

ム
は

水
を

汚
く

す
る

。
今

は
、

昔
の

面
影
は

な
い

。
ダ
ム

な
ど
と
い

う
有
害

な
物

は
こ
れ

以
上
作
る

べ
き
で

は
な
い

。

等
1
6

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
複
数
の
流

水
の
正

常
な
機

能
の
維

持
対
策
案

に
係
る

概
略
検

討
及
び
抽

出
に
対

す
る
意

見
（
ダ

ム
を
含
む

流
水
の

正
常
な

機
能
の
維

持
対
策

案
に
関

す
る
意

見
)

・
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

を
含

む
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

の
目

標
は

、
平

成
16

年
に

策
定

さ
れ

た
肱

川
水

系
河

川
整

備
計

画
で

あ
り

、
山

鳥
坂

ダ
ム

を
建

設
す

る
と

と
も

に
既

設
鹿

野
川

ダ
ム

を
改

造
す

る
こ

と
に

よ
り

、
肱

川
の

清
流

復
活

を
目

指
し

、
河

川
水

の
利

用
の

維
持

、
動
植

物
の
保

護
、
流

水
の

清
潔
の

保
持
等
に

必
要
な

流
量

を
確
保

す
る
も
の

で
す
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
方

法
を

定
め

た
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」
が

通
知
さ
れ

、
こ
れ

に
基

づ
き
予

断
を
持
た

ず
に
検

討
を

行
っ
て

い
ま
す
。

･
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
で
は

、
「

ダ
ム

事
業
の
検

証
に
係

る
検

討
に
関

す
る
再
評

価
実
施

要
領

細
目

」
に

示
さ

れ
て

い
る

1
7
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
方

策
を

参
考

に
、

河
川

整
備

計
画

に
お

い
て

想
定

し
て

い
る

目
標

と
同

程
度

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

、
肱

川
の

河
川

特
性

や
流

域
特

性
に

応
じ

た
複

数
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

を
立

案
・

抽
出

し
、

抽
出

し
た

対
策

案
に

つ
い

て
6
つ

の
評

価
軸

ご
と

の
評

価
を

行
っ

た
う

え
で
、

総
合

的
な

観
点

か
ら

肱
川

に
お

け
る

最
適

な
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

を
選

定
し

て
い

く
こ

と
と
し

て
い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

1
0及

び
参
考

資
料
－

4」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
平

成
21

年
・

2
3
年

と
渇

水
を

経
験

す
る

と
水
資

源
の

重
要
性

を
改

め
て

痛
感
し

て
い

る
。

河
川

維
持

用
水

の
確

保
は

、
肱

川
流

域
の

住
民

に
と

っ
て

必
要

不
可

欠
な

も
の

で
あ
り

、
そ
の
内

容
を
も

つ
河
川

整
備

計
画
の
推

進
を
早

期
に
実

施
す

べ
き
。

・
肱

川
の

水
質

を
改

善
す

る
に

は
、

汚
濁

負
荷
量

の
削

減
と
流
量

の
増
加

が
両
輪

で
あ

る
。
そ

の
う
ち
流

量
確
保

の
た
め

に
は

、
ダ
ム
案

し
か
な

い
と
思

う
。

・
永

続
的

に
鵜

飼
や

カ
ヌ

ー
や

芋
炊

き
が

行
え
る

よ
う

、
安
定

し
た
水
量

の
確
保

が
大

切
。
そ

の
た
め
に

は
ダ
ム

で
の
水

量
調

整
が
必
要

。

・
森

林
再

生
等

地
下

水
の

貯
留

に
も

限
界

が
あ
り

、
水

を
有
効

量
す

る
に

は
ダ
ム

に
よ

る
貯

留
が

重
要

と
考

え
て

い
る

。
河

川
環

境
容

量
と

洪
水

調
節

容
量

を
併

せ
持

っ
た

山
鳥
坂

ダ
ム
は
肱

川
流
域

に
必
要

。

・
「

水
郷

大
洲

」
の

名
に

は
じ

な
い

清
流

の
復
活

の
為

、
整
備

計
画

を
進

め
る
べ

き
で

あ
る
。

・
ダ

ム
は

水
を

汚
く

す
る

。
今

は
、

昔
の

面
影
は

な
い

。
ダ
ム

な
ど
と
い

う
有
害

な
物

は
こ
れ

以
上
作
る

べ
き
で

は
な
い

。

等
1
6

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(1
8)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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◆
抽
出
し

た
流
水
の

正
常
な

機
能
の

維
持
対
策

案
に

対
す
る

意
見
（

河
道
外

貯
留
施
設

(
貯

水
池
)
を
含
む
流

水
の
正

常
な
機

能
の
維
持

対
策
案

に
関
す

る
意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
お

い
て

、
「

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

は
、

以
下

の
1)

～
1
7
)
を

参
考

に
し

て
、

幅
広
い

方
策
を

組
み

合
わ

せ
て

検
討

す
る

。
(
略

)
5)

河
道

外
貯

留
施

設
(
貯

水
池

)
」

と
規
定

さ
れ
て

い
ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

河
道

外
貯

留
施

設
(
貯

水
池

)
を

含
む

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

に
つ

い
て
も

検
討
を

行
っ
て

い
ま

す
。

・
具

体
的

に
は

、
「
ダ
ム

事
業

の
検

証
に
係
る

検
討
に

関
す

る
再
評

価
実
施
要

領
細
目

」
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

た
9
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
う

ち
、

1
案

に
お

い
て

、
河

道
外

貯
留

施
設

(
貯

水
池

)
を

含
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
比

較
検

討
の

結
果

と
し

て
、

最
終

的
に

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
」

と
し

て
、

抽
出

し
た

3
案

の
う

ち
1
案

は
、

河
道

外
貯

留
施

設
(
貯

水
池

)
を

含
ん
で

い
ま

す
。

・
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)
～

6)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

1
)
目

標
、

(
略

）
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3
)
実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
6)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

目
標

、
コ

ス
ト

、
家

屋
や

農
地

等
用

地
買

収
な

ど
の

実
現

性
・

地
域

社
会

へ
の

影
響

及
び

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て
、

そ
れ
ぞ
れ

評
価
を

行
っ
て

い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

1
0及

び
参
考

資
料
－

4」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
貯

水
地

施
設

に
お

い
て

も
用

地
取

得
住

民
の
移

転
等

で
、
住
民

と
の
問

題
が
発

生
す

る
。

・
新

た
な

河
道

外
貯

留
施

設
が

治
水

対
策

案
の
抽

出
と

し
て
上

が
っ
て
い

る
が
、

対
象

と
な
る

地
域
住

民
及
び
環

境
面
に

大
き

な
影
響

を
与
え
る

も
の
で

あ
る
。

1
7

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
抽
出
し

た
流
水
の

正
常
な

機
能
の

維
持
対
策

案
に

対
す
る

意
見
（

河
道
外

貯
留
施
設

(
貯

水
池
)
を
含
む
流

水
の
正

常
な
機

能
の
維
持

対
策
案

に
関
す

る
意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
お

い
て

、
「

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

は
、

以
下

の
1)

～
1
7
)
を

参
考

に
し

て
、

幅
広
い

方
策
を

組
み

合
わ

せ
て

検
討

す
る

。
(
略

)
5)

河
道

外
貯

留
施

設
(
貯

水
池

)
」

と
規
定

さ
れ
て

い
ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

河
道

外
貯

留
施

設
(
貯

水
池

)
を

含
む

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

に
つ

い
て
も

検
討
を

行
っ
て

い
ま

す
。

・
具

体
的

に
は

、
「
ダ
ム

事
業

の
検

証
に
係
る

検
討
に

関
す

る
再
評

価
実
施
要

領
細
目

」
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

た
9
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
う

ち
、

1
案

に
お

い
て

、
河

道
外

貯
留

施
設

(
貯

水
池

)
を

含
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
比

較
検

討
の

結
果

と
し

て
、

最
終

的
に

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
」

と
し

て
、

抽
出

し
た

3
案

の
う

ち
1
案

は
、

河
道

外
貯

留
施

設
(
貯

水
池

)
を

含
ん
で

い
ま

す
。

・
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)
～

6)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

1
)
目

標
、

(
略

）
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3
)
実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
6)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

目
標

、
コ

ス
ト

、
家

屋
や

農
地

等
用

地
買

収
な

ど
の

実
現

性
・

地
域

社
会

へ
の

影
響

及
び

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て
、

そ
れ
ぞ
れ

評
価
を

行
っ
て

い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

1
0及

び
参
考

資
料
－

4」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
貯

水
地

施
設

に
お

い
て

も
用

地
取

得
住

民
の
移

転
等

で
、
住
民

と
の
問

題
が
発

生
す

る
。

・
新

た
な

河
道

外
貯

留
施

設
が

治
水

対
策

案
の
抽

出
と

し
て
上

が
っ
て
い

る
が
、

対
象

と
な
る

地
域
住

民
及
び
環

境
面
に

大
き

な
影
響

を
与
え
る

も
の
で

あ
る
。

1
7

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6
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寄
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検
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6. 関係者の意見等 
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◆
抽
出
し

た
流
水
の

正
常
な

機
能
の

維
持
対
策

案
に
対

す
る
意

見
（
海
水

淡
水
化

を
含
む

流
水
の

正
常
な
機

能
の
維

持
対
策

案
に
関
す

る
意
見

）

・
海

水
淡

水
化

を
含

む
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
に

つ
い

て
も

、
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
お

い
て

、
「

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

は
、

以
下

の
1
)
～

1
7
)
を

参
考

に
し

て
、

幅
広

い
方

策
を

組
み
合

わ
せ
て
検

討
す

る
。

(
略

)
1
1)

海
水

淡
水

化
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・
具

体
的

に
は

、
9
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
う

ち
、

1
案

に
お

い
て

、
海

水
淡

水
化

を
含

ん
で

お
り

、
ま

た
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
比

較
検

討
の

結
果

と
し

て
、

最
終

的
に

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
」

と
し

て
、
抽
出

し
た

3案
の

う
ち

1案
は

、
海

水
淡
水
化

を
含
ん

で
い

ま
す
。

・
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)
～

6)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

1
)
目

標
、

(
略

)
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3
)
実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
6)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

目
標

、
コ

ス
ト

、
家

屋
や

農
地

等
用

地
買

収
な

ど
の

実
現

性
・

地
域

社
会

へ
の

影
響

及
び

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て
、

そ
れ
ぞ
れ

評
価
を

行
っ

て
い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

1
0及

び
参
考

資
料
－

4」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
に

つ
い

て
は

、
3
つ

の
中

で
一

番
コ

ス
ト

の
低

い
③
の

海
水
淡

水
化
案
に

お
の
ず

と
決

る
の
で

は
な
い
か

。

・
海

水
淡

水
化

、
野

村
ダ

ム
の

か
さ

上
げ

、
鹿

野
川

・
京

造
地

区
堤

防
整

備
の

為
の

1
4
0
戸

移
転

等
々

コ
ス

ト
面

、
住

民
合

意
も

不
可

能
な

実
現

性
に

乏
し

い
代

替
案

ば
か

り
で

あ
る
。

・
海

水
の

淡
水

化
は

技
術

的
に

は
可

能
と

思
う
が

、
淡

水
化
し
た

水
を
パ

イ
プ
ラ

イ
ン

で
送

り
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

の
対

策
案

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

あ
ま

り
現

実
的
で

は
な
い

。

1
8

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
抽
出
し

た
流
水
の

正
常
な

機
能
の

維
持
対
策

案
に
対

す
る
意

見
（
海
水

淡
水
化

を
含
む

流
水
の

正
常
な
機

能
の
維

持
対
策

案
に
関
す

る
意
見

）

・
海

水
淡

水
化

を
含

む
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
に

つ
い

て
も

、
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
お

い
て

、
「

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

は
、

以
下

の
1
)
～

1
7
)
を

参
考

に
し

て
、

幅
広

い
方

策
を

組
み
合

わ
せ
て
検

討
す

る
。

(
略

)
1
1)

海
水

淡
水

化
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・
具

体
的

に
は

、
9
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
う

ち
、

1
案

に
お

い
て

、
海

水
淡

水
化

を
含

ん
で

お
り

、
ま

た
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
比

較
検

討
の

結
果

と
し

て
、

最
終

的
に

「
山

鳥
坂

ダ
ム

を
含

ま
な

い
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
」

と
し

て
、
抽
出

し
た

3案
の

う
ち

1案
は

、
海

水
淡
水
化

を
含
ん

で
い

ま
す
。

・
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)
～

6)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

1
)
目

標
、

(
略

)
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3
)
実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
6)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

目
標

、
コ

ス
ト

、
家

屋
や

農
地

等
用

地
買

収
な

ど
の

実
現

性
・

地
域

社
会

へ
の

影
響

及
び

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て
、

そ
れ
ぞ
れ

評
価
を

行
っ

て
い
ま

す
。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

1
0及

び
参
考

資
料
－

4」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
に

つ
い

て
は

、
3
つ

の
中

で
一

番
コ

ス
ト

の
低

い
③
の

海
水
淡

水
化
案
に

お
の
ず

と
決

る
の
で

は
な
い
か

。

・
海

水
淡

水
化

、
野

村
ダ

ム
の

か
さ

上
げ

、
鹿

野
川

・
京

造
地

区
堤

防
整

備
の

為
の

1
4
0
戸

移
転

等
々

コ
ス

ト
面

、
住

民
合

意
も

不
可

能
な

実
現

性
に

乏
し

い
代

替
案

ば
か

り
で

あ
る
。

・
海

水
の

淡
水

化
は

技
術

的
に

は
可

能
と

思
う
が

、
淡

水
化
し
た

水
を
パ

イ
プ
ラ

イ
ン

で
送

り
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

の
対

策
案

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

あ
ま

り
現

実
的
で

は
な
い

。

1
8

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(2
0)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方

 

パ
ブ

コ
メ

 
意

見
募

集
期

間
【

H
2
4
.
8
.
8
～

H
2
4
.
9
.
7
】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N
o.
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6. 関係者の意見等 

 6-29

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
抽
出
し

た
流
水
の

正
常
な

機
能
の

維
持
対
策

案
に
対

す
る
意

見
（
ダ
ム

の
有
効

活
用
を

含
む
流

水
の
正
常

な
機
能

の
維
持

対
策
案
に

関
す
る

意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
ダ

ム
再

開
発

(
か

さ
上

げ
・

掘
削

)
を

含
む

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
9
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
う

ち
、

6
案

に
お

い
て

、
ダ

ム
の

有
効

活
用

(
か

さ
上

げ
・

掘
削

)
を

含
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
概

略
評

価
を

行
い

、
最

終
的

に
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

」
と

し
て

、
抽

出
し

た
3
案

の
う

ち
1
案

は
、

ダ
ム

の
有

効
活

用
(か

さ
上
げ

・
掘
削

)を
含
ん

で
い
ま

す
。

・
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)
～

6)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

1
)
目

標
、

(
略

)
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3
)
実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
6)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

目
標

、
コ

ス
ト

、
家

屋
や

農
地

等
用

地
買

収
な

ど
の

実
現

性
・

地
域

社
会

へ
の

影
響

及
び

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て
、

そ
れ
ぞ
れ

評
価
を

行
っ
て

い
ま

す
。

・
ご

意
見

の
と

お
り

、
野

村
ダ

ム
の

か
さ

上
げ

を
含

む
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

実
施
す
る

に
当
た

っ
て
は

、
現

道
の
付

替
、
家
屋

移
転
等

を
実

施
す
る

必
要
が
あ

り
ま
す

。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

1
0及

び
参
考

資
料
－

4」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
ダ

ム
か

さ
上

げ
で

水
位

を
上

げ
る

事
で

現
道
の

付
替

、
家
屋

の
移

転
で

、
住
民

が
納

得
す
る

だ
ろ
う

か
。

・
海

水
淡

水
化

、
野

村
ダ

ム
の

か
さ

上
げ

、
鹿

野
川

・
京

造
地

区
堤

防
整

備
の

為
の

1
4
0
戸

移
転

等
々

コ
ス

ト
面

、
住

民
合

意
も

不
可

能
な

実
現

性
に

乏
し

い
代

替
案

ば
か

り
で

あ
る
。

（
再
掲
）

1
9

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
抽
出
し

た
流
水
の

正
常
な

機
能
の

維
持
対
策

案
に
対

す
る
意

見
（
ダ
ム

の
有
効

活
用
を

含
む
流

水
の
正
常

な
機
能

の
維
持

対
策
案
に

関
す
る

意
見
）

・
「

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
」

に
基

づ
き

、
ダ

ム
再

開
発

(
か

さ
上

げ
・

掘
削

)
を

含
む

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
9
の

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
う

ち
、

6
案

に
お

い
て

、
ダ

ム
の

有
効

活
用

(
か

さ
上

げ
・

掘
削

)
を

含
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

の
概

略
評

価
を

行
い

、
最

終
的

に
「

山
鳥

坂
ダ

ム
を

含
ま

な
い

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

」
と

し
て

、
抽

出
し

た
3
案

の
う

ち
1
案

は
、

ダ
ム

の
有

効
活

用
(か

さ
上
げ

・
掘
削

)を
含
ん

で
い
ま

す
。

・
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣
に

お
い

て
、

「
立

案
し

た
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)
～

6)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

1
)
目

標
、

(
略

)
2
)
コ

ス
ト

、
(
略

)
3
)
実

現
性

、
(
略

)
4
)
持

続
性

、
(
略

)
5
)
地

域
社

会
へ

の
影

響
、

(
略

)
6)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

目
標

、
コ

ス
ト

、
家

屋
や

農
地

等
用

地
買

収
な

ど
の

実
現

性
・

地
域

社
会

へ
の

影
響

及
び

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て
、

そ
れ
ぞ
れ

評
価
を

行
っ
て

い
ま

す
。

・
ご

意
見

の
と

お
り

、
野

村
ダ

ム
の

か
さ

上
げ

を
含

む
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

対
策

案
を

実
施
す
る

に
当
た

っ
て
は

、
現

道
の
付

替
、
家
屋

移
転
等

を
実

施
す
る

必
要
が
あ

り
ま
す

。

・
上

記
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

「
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の
場

資
料
－

1
0及

び
参
考

資
料
－

4」
に

示
し
て

い
ま
す
。

・
ダ

ム
か

さ
上

げ
で

水
位

を
上

げ
る

事
で

現
道
の

付
替

、
家
屋

の
移

転
で

、
住
民

が
納

得
す
る

だ
ろ
う

か
。

・
海

水
淡

水
化

、
野

村
ダ

ム
の

か
さ

上
げ

、
鹿

野
川

・
京

造
地

区
堤

防
整

備
の

為
の

1
4
0
戸

移
転

等
々

コ
ス

ト
面

、
住

民
合

意
も

不
可

能
な

実
現

性
に

乏
し

い
代

替
案

ば
か

り
で

あ
る
。

（
再
掲
）

1
9

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
.1

(2
1)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方

 

パ
ブ

コ
メ

 
意

見
募

集
期

間
【

H
2
4
.
8
.
8
～

H
2
4
.
9
.
7
】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N
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6. 関係者の意見等 

 6-30

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・
ダ

ム
検

証
の

対
象

の
山

鳥
坂

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

当
初

計
画

に
お

い
て

、
水

道
用

水
の

確
保

(
中

予
分

水
)
を

目
的

の
一

つ
と

し
て

事
業

を
進

め
て

き
た

経
緯

は
あ

り
ま

す
が

、
現

在
は

肱
川

の
洪
水

調
節
及

び
流
水

の
正

常
な
機

能
の
維

持
を
目
的

に
事
業

を
進
め

て
い

ま
す
。

【
水

資
源

に
関

す
る
意

見
】

・
河

辺
町

全
体

を
自

然
保

護
区

と
し

、
河

辺
町
か

ら
流

れ
て
い
る

水
を
飲

み
水
と

し
て

使
用

す
る

べ
き

で
あ

る
。

ダ
ム

は
速

く
建

設
す

べ
き

で
あ

る
が

、
目

的
を

も
う

少
し

考
え
て

ほ
し
い

。

・
河

辺
町

全
体

を
自

然
保

護
区

と
し

、
河

辺
町
か

ら
流

れ
て
い
る

水
を
飲

み
水
と

し
て

使
用
す

る
べ
き

で
あ
る
。

◆
抽
出
し

た
流
水
の

正
常
な

機
能
の

維
持
対
策

案
に
対

す
る
そ

の
他
の
意

見
（
そ

の
他
）

・
肱

川
流

域
の

旧
12

市
町

村
(
平

成
1
6
年

4
月

1
日

の
合

併
に

よ
り

1
0
市

町
村

)
で

は
、

肱
川

の
水

を
き

れ
い

に
す

る
た

め
に

「
肱

川
清

流
保

全
条

例
」

を
制

定
す

る
と

と
も

に
、

様
々

な
機

関
が

参
加

し
た

「
肱

川
流

域
清

流
保

全
推

進
協

議
会

」
を

平
成

14
年

7
月

に
設
置

し
、
流

域
全

体
で

も
川

の
汚

れ
を

少
な

く
す

る
た

め
の

取
り

組
み

を
進

め
て

い
ま

す
。

ま
た
、
市

町
村

に
お
い

て
は

、
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

が
低

い
こ
と
か

ら
、
河

川
の
水
質

を
改
善

す
る
た
め
、
家

庭
な
ど
か

ら
出

る
汚

れ
た
水

が
直

接
川

に
流

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
下

水
道

や
合

併
浄

化
槽
等

の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
水

質
対

策
に

関
す
る

意
見
】

・
野

村
ダ

ム
上

流
域

の
畜

産
屎

尿
や

農
地

へ
の
有

機
肥

料
投
入

に
よ
る
河

川
へ
の

流
入

等
の
対

策
を
講

じ
る
必
要

が
あ
る

。

・
下

水
道

及
び

浄
水

槽
の

普
及

率
を

1
0
0%
に

近
づ

け
る

こ
と
に
よ

り
肱
川

の
水
質

を
向

上
さ
せ

る
事
も

重
要
で
は

な
い
か

。

2
0

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

・
ダ

ム
検

証
の

対
象

の
山

鳥
坂

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

当
初

計
画

に
お

い
て

、
水

道
用

水
の

確
保

(
中

予
分

水
)
を

目
的

の
一

つ
と

し
て

事
業

を
進

め
て

き
た

経
緯

は
あ

り
ま

す
が

、
現

在
は

肱
川

の
洪
水

調
節
及

び
流
水

の
正

常
な
機

能
の
維

持
を
目
的

に
事
業

を
進
め

て
い

ま
す
。

【
水

資
源

に
関

す
る
意

見
】

・
河

辺
町

全
体

を
自

然
保

護
区

と
し

、
河

辺
町
か

ら
流

れ
て
い
る

水
を
飲

み
水
と

し
て

使
用

す
る

べ
き

で
あ

る
。

ダ
ム

は
速

く
建

設
す

べ
き

で
あ

る
が

、
目

的
を

も
う

少
し

考
え
て

ほ
し
い

。

・
河

辺
町

全
体

を
自

然
保

護
区

と
し

、
河

辺
町
か

ら
流

れ
て
い
る

水
を
飲

み
水
と

し
て

使
用
す

る
べ
き

で
あ
る
。

◆
抽
出
し

た
流
水
の

正
常
な

機
能
の

維
持
対
策

案
に
対

す
る
そ

の
他
の
意

見
（
そ

の
他
）

・
肱

川
流

域
の

旧
12

市
町

村
(
平

成
1
6
年

4
月

1
日

の
合

併
に

よ
り

1
0
市

町
村

)
で

は
、

肱
川

の
水

を
き

れ
い

に
す

る
た

め
に

「
肱

川
清

流
保

全
条

例
」

を
制

定
す

る
と

と
も

に
、

様
々

な
機

関
が

参
加

し
た

「
肱

川
流

域
清

流
保

全
推

進
協

議
会

」
を

平
成

14
年

7
月

に
設
置

し
、
流

域
全

体
で

も
川

の
汚

れ
を

少
な

く
す

る
た

め
の

取
り

組
み

を
進

め
て

い
ま

す
。

ま
た
、
市

町
村

に
お
い

て
は

、
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

が
低

い
こ
と
か

ら
、
河

川
の
水
質

を
改
善

す
る
た
め
、
家

庭
な
ど
か

ら
出

る
汚

れ
た
水

が
直

接
川

に
流

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
下

水
道

や
合

併
浄

化
槽
等

の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
水

質
対

策
に

関
す
る

意
見
】

・
野

村
ダ

ム
上

流
域

の
畜

産
屎

尿
や

農
地

へ
の
有

機
肥

料
投
入

に
よ
る
河

川
へ
の

流
入

等
の
対

策
を
講

じ
る
必
要

が
あ
る

。

・
下

水
道

及
び

浄
水

槽
の

普
及

率
を

1
0
0%
に

近
づ

け
る

こ
と
に
よ

り
肱
川

の
水
質

を
向

上
さ
せ

る
事
も

重
要
で
は

な
い
か

。

2
0

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類
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号
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◆
そ
の
他
の

意
見
（

山
鳥
坂

ダ
ム
建

設
事
業
の

検
証
に

係
る
検

討
全
般
に

つ
い
て

） ・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
が

通
知

さ
れ

、
こ

れ
に

基
づ

き
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
同

有
識

者
会

議
が

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
に

関
し

て
平

成
2
2年

7月
に

意
見

募
集

等
を

行
い

、
そ

の
結

果
が

「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

中
間

と
り

ま
と

め
（

案
）

に
関

す
る

意
見

募
集

等
の

結
果

に
つ

い
て

」
と

し
て

同
年

9
月

に
公

表
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
そ

こ
で

は
、

「
「

で
き

る
だ

け
ダ

ム
に

た
よ

ら
な

い
治

水
」

の
「

で
き

る
だ

け
」

は
何

を
意

味
す

る
の

か
示

す
べ

き
。

」
と

の
ご

意
見

に
対

し
、

「
人

口
減

少
、

少
子

高
齢

化
、

莫
大

な
財

政
赤

字
と

い
う

現
状

を
踏

ま
え

、
税

金
の

使
い

道
を

大
き

く
変

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う
認

識
の

も
と

、
「

で
き

る
だ

け
ダ

ム
に

た
よ

ら
な

い
治

水
」

へ
の

政
策

転
換

を
進

め
る

と
の

考
え

に
基

づ
き

、
今

後
の

治
水

対
策

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
こ

と
と

な
っ

た
と

承
知

し
て

い
ま

す
。

ダ
ム

を
こ

と
ご

と
く

否
定

し
て

い
る

の
で

は
な

く
、

検
証

の
結

果
、

ダ
ム

事
業

を
継

続
す

る
場

合
も

あ
り

得
る

と
承

知
し

て
い

ま
す

。
(
略

)
」

、
ま

た
、

「
「

関
係

地
方

公
共

団
体

か
ら

な
る

検
討

の
場

」
は

、
設

置
す

べ
き

で
は

な
い

。
」

と
い

う
ご

意
見

に
対

し
、

「
今

回
の

個
別

ダ
ム

の
検

証
に

当
た

っ
て

は
、

治
水

対
策

案
に

つ
い

て
こ

れ
ま

で
の

河
川

を
中

心
と

し
た

対
策

に
加

え
て

流
域

を
中

心
と

し
た

対
策

を
含

め
て

幅
広

く
検

討
す

る
こ

と
等

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
検

討
を

的
確

に
進

め
る

た
め

に
は

、
当

該
地

域
の

土
地

利
用

や
住

民
の

安
全

等
に

つ
い

て
様

々
な

法
令

等
に

基
づ

い
て

行
政

上
の

責
任

を
有

す
る

関
係

地
方

公
共

団
体

の
長

と
密

接
な

連
携

を
図

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

関
係

地
方

公
共

団
体

か
ら

な
る

検
討

の
場

を
設

置
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
」

、
な

お
、

「
「

学
識

経
験

を
有

す
る

者
」

は
、

ど
の

よ
う

な
者

を
想
定
し

て
い

る
の

か
」

と
い

う
ご

意
見

に
対

し
、

「
「

学
識

経
験

を
有

す
る

者
」

は
、

河
川

法
第

1
6
条

の
2
(
河

川
整

備
計

画
)
の

第
3
項

で
規

定
す

る
「

学
識

経
験

を
有

す
る

者
」

を
想

定
し

て
い

ま
す

。
「

学
識

経
験

を
有

す
る

者
」

と
は

、
河

川
整

備
計

画
が

対
象

と
す

る
河

川
に

関
し

学
識

経
験

の
あ

る
、

河
川

工
学

の
み

な
ら

ず
、

環
境

、
都

市
計

画
、

利
水

等
の

専
門

家
等

が
想

定
さ

れ
る
と

承
知
し

て
い
ま

す
。

」
と
の

同
有
識
者

会
議
の

考
え

方
が
示

さ
れ
て
い

ま
す
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
こ

れ
ま

で
の

経
緯

を
踏

ま
え

、
上

記
の

考
え

方
に

沿
っ

て
予

断
を

持
た

ず
に

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

基
づ

き
、
出
来

る
だ
け

速
や
か

に
対

応
方
針

（
案
）
を

と
り
ま

と
め

た
い
と

考
え
て
い

ま
す
。

・
流

域
住

民
へ

の
説

明
、

意
見

反
映

を
図

り
な
が

ら
、

河
川
整
備

計
画
と

い
っ
た

最
良

の
計

画
を

選
択

し
た

。
そ

の
内

容
を

検
証

す
る

こ
と

自
体

、
流

域
の

特
性

や
経

緯
に

配
慮
が

な
い
。

・
今

ま
で

推
進

し
て
き

た
ダ
ム
建

設
を
覆

す
こ

と
自

体
が

税
金

の
無
駄

遣
い

で
あ

る
。

・
肱

川
流

域
で

は
、

河
川

整
備

計
画

立
案

の
時

に
、

ダ
ム

案
が

良
い

と
地

元
の

8
割

が
た

の
合

意
を

得
、

法
律

で
決

め
ら

れ
た

に
も

拘
ら

ず
、

挙
句

の
果

て
に

代
替

案
と

し
て

川
を

掘
る

と
言

い
出

し
た

。
こ

ん
な

悪
意

に
満

ち
た

検
証

を
計

画
し

行
う

こ
と

は
「

認
識

あ
る
過

失
」
あ
る

い
は
「

未
必

の
故
意

」
に
も
匹

敵
す
る

行
為
で

あ
る

。

・
大

洲
市

で
は

、
肱

川
の

洪
水

被
害

が
平

成
1
6年

、
1
7年

、
そ
し

て
昨
年

の
2
3年

と
頻

発
し
て

い
る
状

況
で
あ
る

。
ダ
ム

検
証

に
何

年
も

時
間

を
か
け

て
い
る
余

裕
は
な

い

・
1
0
年

程
前

、
山

鳥
坂

ダ
ム

の
是

非
に

つ
い

て
市

内
を

２
分

す
る

よ
う

な
議

論
が

あ
り

、
今

又
同

じ
様

な
こ

と
が

繰
り

返
さ

れ
て

い
る

。
肱

川
に

と
っ

て
ダ

ム
案

が
ベ

ス
ト

の
案

だ
と
思

う
。
一
刻

も
早
く

具
体
の

対
応
に

進
む

べ
き
。

・
検

討
の

場
・

幹
事

会
も

メ
ン

バ
ー

は
役

所
だ
け

の
推

進
側
だ
け

で
、
計

画
に
疑

問
を

持
つ

人
や

、
対

案
を

持
つ

人
た

ち
も

参
加

し
た

会
合

で
十

分
な

議
論

を
し

て
話

を
進

め
る
べ

き
で
あ

る
。

・
学

識
経

験
者

と
し

て
ダ

ム
建

設
に

慎
重

あ
る
い

は
批

判
的
な

学
者
も
加

え
る
べ

き
で

あ
る
。

・
検

証
は

法
令

根
拠

が
な

く
ダ

ム
を

止
め

た
い
民

主
党

の
勝
手

な
政

策
で

あ
り
河

川
法

に
基
づ

く
河
川

整
備
計
画

で
進
め

る
べ

き
で
あ

る
。

等

2
1

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）
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類
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◆
そ
の
他
の

意
見
（

山
鳥
坂

ダ
ム
建

設
事
業
の

検
証
に

係
る
検

討
全
般
に

つ
い
て

） ・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
が

通
知

さ
れ

、
こ

れ
に

基
づ

き
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
同

有
識

者
会

議
が

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
に

関
し

て
平

成
2
2年

7月
に

意
見

募
集

等
を

行
い

、
そ

の
結

果
が

「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

中
間

と
り

ま
と

め
（

案
）

に
関

す
る

意
見

募
集

等
の

結
果

に
つ

い
て

」
と

し
て

同
年

9
月

に
公

表
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
そ

こ
で

は
、

「
「

で
き

る
だ

け
ダ

ム
に

た
よ

ら
な

い
治

水
」

の
「

で
き

る
だ

け
」

は
何

を
意

味
す

る
の

か
示

す
べ

き
。

」
と

の
ご

意
見

に
対

し
、

「
人

口
減

少
、

少
子

高
齢

化
、

莫
大

な
財

政
赤

字
と

い
う

現
状

を
踏

ま
え

、
税

金
の

使
い

道
を

大
き

く
変

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う
認

識
の

も
と

、
「

で
き

る
だ

け
ダ

ム
に

た
よ

ら
な

い
治

水
」

へ
の

政
策

転
換

を
進

め
る

と
の

考
え

に
基

づ
き

、
今

後
の

治
水

対
策

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
こ

と
と

な
っ

た
と

承
知

し
て

い
ま

す
。

ダ
ム

を
こ

と
ご

と
く

否
定

し
て

い
る

の
で

は
な

く
、

検
証

の
結

果
、

ダ
ム

事
業

を
継

続
す

る
場

合
も

あ
り

得
る

と
承

知
し

て
い

ま
す

。
(
略

)
」

、
ま

た
、

「
「

関
係

地
方

公
共

団
体

か
ら

な
る

検
討

の
場

」
は

、
設

置
す

べ
き

で
は

な
い

。
」

と
い

う
ご

意
見

に
対

し
、

「
今

回
の

個
別

ダ
ム

の
検

証
に

当
た

っ
て

は
、

治
水

対
策

案
に

つ
い

て
こ

れ
ま

で
の

河
川

を
中

心
と

し
た

対
策

に
加

え
て

流
域

を
中

心
と

し
た

対
策

を
含

め
て

幅
広

く
検

討
す

る
こ

と
等

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
検

討
を

的
確

に
進

め
る

た
め

に
は

、
当

該
地

域
の

土
地

利
用

や
住

民
の

安
全

等
に

つ
い

て
様

々
な

法
令

等
に

基
づ

い
て

行
政

上
の

責
任

を
有

す
る

関
係

地
方

公
共

団
体

の
長

と
密

接
な

連
携

を
図

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

関
係

地
方

公
共

団
体

か
ら

な
る

検
討

の
場

を
設

置
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
」

、
な

お
、

「
「

学
識

経
験

を
有

す
る

者
」

は
、

ど
の

よ
う

な
者

を
想
定
し

て
い

る
の

か
」

と
い

う
ご

意
見

に
対

し
、

「
「

学
識

経
験

を
有

す
る

者
」

は
、

河
川

法
第

1
6
条

の
2
(
河

川
整

備
計

画
)
の

第
3
項

で
規

定
す

る
「

学
識

経
験

を
有

す
る

者
」

を
想

定
し

て
い

ま
す

。
「

学
識

経
験

を
有

す
る

者
」

と
は

、
河

川
整

備
計

画
が

対
象

と
す

る
河

川
に

関
し

学
識

経
験

の
あ

る
、

河
川

工
学

の
み

な
ら

ず
、

環
境

、
都

市
計

画
、

利
水

等
の

専
門

家
等

が
想

定
さ

れ
る
と

承
知
し

て
い
ま

す
。

」
と
の

同
有
識
者

会
議
の

考
え

方
が
示

さ
れ
て
い

ま
す
。

・
山

鳥
坂

ダ
ム

建
設

事
業

の
こ

れ
ま

で
の

経
緯

を
踏

ま
え

、
上

記
の

考
え

方
に

沿
っ

て
予

断
を

持
た

ず
に

「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

」
に

基
づ

き
、
出
来

る
だ
け

速
や
か

に
対

応
方
針

（
案
）
を

と
り
ま

と
め

た
い
と

考
え
て
い

ま
す
。

・
流

域
住

民
へ

の
説

明
、

意
見

反
映

を
図

り
な
が

ら
、

河
川
整
備

計
画
と

い
っ
た

最
良

の
計

画
を

選
択

し
た

。
そ

の
内

容
を

検
証

す
る

こ
と

自
体

、
流

域
の

特
性

や
経

緯
に

配
慮
が

な
い
。

・
今

ま
で

推
進

し
て
き

た
ダ
ム
建

設
を
覆

す
こ

と
自

体
が

税
金

の
無
駄

遣
い

で
あ

る
。

・
肱

川
流

域
で

は
、

河
川

整
備

計
画

立
案

の
時

に
、

ダ
ム

案
が

良
い

と
地

元
の

8
割

が
た

の
合

意
を

得
、

法
律

で
決

め
ら

れ
た

に
も

拘
ら

ず
、

挙
句

の
果

て
に

代
替

案
と

し
て

川
を

掘
る

と
言

い
出

し
た

。
こ

ん
な

悪
意

に
満

ち
た

検
証

を
計

画
し

行
う

こ
と

は
「

認
識

あ
る
過

失
」
あ
る

い
は
「

未
必

の
故
意

」
に
も
匹

敵
す
る

行
為
で

あ
る

。

・
大

洲
市

で
は

、
肱

川
の

洪
水

被
害

が
平

成
1
6年

、
1
7年

、
そ
し

て
昨
年

の
2
3年

と
頻

発
し
て

い
る
状

況
で
あ
る

。
ダ
ム

検
証

に
何

年
も

時
間

を
か
け

て
い
る
余

裕
は
な

い

・
1
0
年

程
前

、
山

鳥
坂

ダ
ム

の
是

非
に

つ
い

て
市

内
を

２
分

す
る

よ
う

な
議

論
が

あ
り

、
今

又
同

じ
様

な
こ

と
が

繰
り

返
さ

れ
て

い
る

。
肱

川
に

と
っ

て
ダ

ム
案

が
ベ

ス
ト

の
案

だ
と
思

う
。
一
刻

も
早
く

具
体
の

対
応
に

進
む

べ
き
。

・
検

討
の

場
・

幹
事

会
も

メ
ン

バ
ー

は
役

所
だ
け

の
推

進
側
だ
け

で
、
計

画
に
疑

問
を

持
つ

人
や

、
対

案
を

持
つ

人
た

ち
も

参
加

し
た

会
合

で
十

分
な

議
論

を
し

て
話

を
進

め
る
べ

き
で
あ

る
。

・
学

識
経

験
者

と
し

て
ダ

ム
建

設
に

慎
重

あ
る
い

は
批

判
的
な

学
者
も
加

え
る
べ

き
で

あ
る
。

・
検

証
は

法
令

根
拠

が
な

く
ダ

ム
を

止
め

た
い
民

主
党

の
勝
手

な
政

策
で

あ
り
河

川
法

に
基
づ

く
河
川

整
備
計
画

で
進
め

る
べ

き
で
あ

る
。

等

2
1

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6

.2
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(2
3)
 
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
と
検
討
主
体
の
考
え
方
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◆
そ
の
他
の

意
見
（

生
活
再

建
に
関

す
る
意
見

）

・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
方

法
を

定
め

た
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣
が

通
知

さ
れ
、
こ

れ
に
基

づ
き

予
断
を

持
た
ず
に

検
討
を

行
っ

て
い
ま

す
。

・
な

お
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

こ
れ

ま
で

の
経

緯
も

踏
ま

え
、

出
来

る
だ

け
速

や
か

に
対

応
方
針

(案
)を

と
り

ま
と

め
た

い
と
考

え
て
い
ま

す
。

・
苦

渋
の

決
断

に
よ

っ
て

、
ダ

ム
建

設
を

受
け
入

れ
て

補
償
基
準

を
妥
結

し
て
い

る
の

で
あ

る
。

国
は

一
日

も
早

く
用

地
を

取
得

さ
れ

て
、

ダ
ム

建
設

を
推

進
す

べ
き

で
あ

る
。
補

償
基
準

の
妥
結
は

契
約
し

た
も

の
と
思

い
移
転
の

準
備
を

し
て
い

る
。

・
水

没
者

、
地

権
者

は
生

活
再

建
を

置
き

去
り
に

さ
れ

、
本
当

に
長

い
期

間
放
っ

て
お

か
れ

て
い

る
。

生
活

再
建

は
土

地
を

買
収

し
て

、
補

償
金

を
払

わ
な

い
と

解
決

で
き

な
い

。
ダ

ム
建

設
な

く
し

て
生

活
再

建
は

で
き

な
い

と
思

っ
て

い
る

。
早

く
、

建
設

に
向
け

て
取
り

組
む
べ
き

で
は
な

い
か
。

・
水

没
地

権
者

は
苦

渋
の

決
断

し
補

償
基

準
妥

結
を

行
な

っ
た

。
多

く
の

水
没

住
民

は
、

住
宅

、
墓

、
等

の
購

入
を

行
な

っ
て

い
る

。
補

償
を

早
く

行
な

っ
て

も
ら

わ
な

い
と
利

子
補
充

も
出
来

な
い
。

・
3
0
年

に
渡

る
予

備
調

査
以

来
生

活
再
建

も
地
域

振
興

も
置
き

去
り

に
さ

れ
た
ま

ま
、

や
っ

と
先

が
見

え
た

所
で

突
然

の
凍

結
、

以
来

3
年

地
域

住
民

は
老

齢
化

が
進

み
大

変
な
状

態
で
あ

る
、
一
日

も
早
く

前
進
す

べ
く
必

要
を

感
じ
る

。

・
ダ

ム
水

没
予

定
地

の
住

民
で

す
大
変

憤
り
を

感
じ

て
お
り
ま

す
。
一

日
も
早

く
凍

結
を

と
い

て
い

た
だ

い
て

ダ
ム

建
設

事
業

の
再

開
と

穏
や

か
な

生
活

に
一

日
も

早
く

も
ど
り

た
い
。

等

2
2

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

◆
そ
の
他
の

意
見
（

生
活
再

建
に
関

す
る
意
見

）

・
山

鳥
坂

ダ
ム

の
検

証
は

、
「

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
方

法
を

定
め

た
｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣
が

通
知

さ
れ
、
こ

れ
に
基

づ
き

予
断
を

持
た
ず
に

検
討
を

行
っ

て
い
ま

す
。

・
な

お
、

山
鳥

坂
ダ

ム
建

設
事

業
の

こ
れ

ま
で

の
経

緯
も

踏
ま

え
、

出
来

る
だ

け
速

や
か

に
対

応
方
針

(案
)を

と
り

ま
と

め
た

い
と
考

え
て
い
ま

す
。

・
苦

渋
の

決
断

に
よ

っ
て

、
ダ

ム
建

設
を

受
け
入

れ
て

補
償
基
準

を
妥
結

し
て
い

る
の

で
あ

る
。

国
は

一
日

も
早

く
用

地
を

取
得

さ
れ

て
、

ダ
ム

建
設

を
推

進
す

べ
き

で
あ

る
。
補

償
基
準

の
妥
結
は

契
約
し

た
も

の
と
思

い
移
転
の

準
備
を

し
て
い

る
。

・
水

没
者

、
地

権
者

は
生

活
再

建
を

置
き

去
り
に

さ
れ

、
本
当

に
長

い
期

間
放
っ

て
お

か
れ

て
い

る
。

生
活

再
建

は
土

地
を

買
収

し
て

、
補

償
金

を
払

わ
な

い
と

解
決

で
き

な
い

。
ダ

ム
建

設
な

く
し

て
生

活
再

建
は

で
き

な
い

と
思

っ
て

い
る

。
早

く
、

建
設

に
向
け

て
取
り

組
む
べ
き

で
は
な

い
か
。

・
水

没
地

権
者

は
苦

渋
の

決
断

し
補

償
基

準
妥

結
を

行
な

っ
た

。
多

く
の

水
没

住
民

は
、

住
宅

、
墓

、
等

の
購

入
を

行
な

っ
て

い
る

。
補

償
を

早
く

行
な

っ
て

も
ら

わ
な

い
と
利

子
補
充

も
出
来

な
い
。

・
3
0
年

に
渡

る
予

備
調

査
以

来
生

活
再
建

も
地
域

振
興

も
置
き

去
り

に
さ

れ
た
ま

ま
、

や
っ

と
先

が
見

え
た

所
で

突
然

の
凍

結
、

以
来

3
年

地
域

住
民

は
老

齢
化

が
進

み
大

変
な
状

態
で
あ

る
、
一
日

も
早
く

前
進
す

べ
く
必

要
を

感
じ
る

。

・
ダ

ム
水

没
予

定
地

の
住

民
で

す
大
変

憤
り
を

感
じ

て
お
り
ま

す
。
一

日
も
早

く
凍

結
を

と
い

て
い

た
だ

い
て

ダ
ム

建
設

事
業

の
再

開
と

穏
や

か
な

生
活

に
一

日
も

早
く

も
ど
り

た
い
。

等

2
2

★
頂
い
た
主

な
ご
意

見

検
討
主
体

の
考
え

方
ご
意

見
を
踏

ま
え
た
論
点

（
下

段
は
論

点
に
対

す
る
ご

意
見
の
例

）

分
類

番
号

表
 6
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寄
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ご
意
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主
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の
考
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6.3 意見聴取 

「山鳥坂ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）」を作成した段階で、学識経験を有す

る者等及び関係住民からの意見聴取を実施し、その結果等について記述する予定。 

また、これらを踏まえ「山鳥坂ダム建設事業の検証に係る検討報告書（原案）」を作成し、関

係地方公共団体の長からの意見聴取を実施し、その結果等について記述する予定。 

 

6.3.1 学識経験を有する者等からの意見聴取 

学識経験を有する者等からの意見聴取を実施し、その結果等について記述する予定。 

 

6.3.2 関係住民からの意見聴取 

関係住民からの意見聴取を実施し、その結果等について記述する予定。 

 

6.3.3 関係地方公共団体の長からの意見聴取 

関係地方公共団体の長からの意見聴取を実施し、その結果等について記述する予定。 

 

6.3.4 事業評価監視委員会からの意見聴取 

「事業評価監視委員会」からの意見聴取を実施し、その結果等について記述する予定。 

 

 




